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x  本書の概要
対象読者対象読者対象読者対象読者

『JRun サンプル ガイ ド』 の対象読者は、 JRun に含まれているコード  サンプルおよび
サンプル アプリ ケーシ ョ ンを実行する  Java 開発者です。 

開発者リソース開発者リソース開発者リソース開発者リソース

(株) アイ ・ ティ ・ フロンティア (株式会社シ リ ウスは、 2001 年 4 月に株式会社アイ ・
ティ ・フロンティアに社名変更いたしました ) では、開発者の教育、テクニカル サポー
ト などのサービスにより カスタマ サポート を充実させており ます。次の表に記載されて
いるサイト では、 各サービスの内容の詳細が掲載されています。

リソースリソースリソースリソース 説明説明説明説明 URL
(株 ) アイ・ ティ ・ フロン
ティ ア JRun のサイト

JRun の詳細な製品情報および関連ト
ピック

http://cfusion.sirius.co.jp/jrun/

JRun サポート  
フォーラム

オンライン フ ォーラムでは豊かな経験
を持つ JRun 開発者と連絡をと り、 JRun
に関連した ト ピ ッ クについてメ ッセージ

を書き込んだり、 回答を得るこ とができ

ます。

http://forums.allaire.com/jrunconf/

開発者コ ミ ュニテ ィ JRun による開発に必要な最先端の情報
を提供する、 オンライン ディスカッシ ョ
ン グループ、 知識ベース、 技術文書など
のあらゆるリソース

www.allaire.com/developer/

JRun 開発者センター 開発のヒン ト、記事、文書、ホワイ トペー

パーに関する情報サイ ト

www.allaire.com/developer/
jrunreferencedesk/
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JRun 文書の概要文書の概要文書の概要文書の概要

JRun 文書は、あらゆる関係者をサポートできるよ うに設計されています。印刷物で提
供されている場合でも、 オンラインの場合でも、 必要な情報を速やかに探し出せるよ
う に構成されています。JRun オンライン文書には、HTML 形式と  Adobe Acrobat ファ
イル形式があ り ます。 

印刷およびオンライン文書セッ ト印刷およびオンライン文書セッ ト印刷およびオンライン文書セッ ト印刷およびオンライン文書セッ ト

JRun の文書セッ トには、 以下の文書が含まれます。

文書文書文書文書 説明説明説明説明

『JRun 拡張設定ガイ ド 』 ISP、ISV、および OEM カスタマ用の JRun のインス トー
ル、 使用、 設定に関する情報があります。

『JRun によるアプリケーシ ョ ン
の開発』

Java Servlet、 JavaServer Pages、 および Enterprise
JavaBeans から構成される Web アプリケーシ ョ ンの開
発方法について説明します。

『JRun Version 3.1 機能
および移行ガイド 』

JRun バージョ ン  3.1 の機能と 、既存のアプリケーショ ン
をバージョ ン  3.1 に移行する方法について説明します。

『JRun タグ ライブラリ  リ ファ
レンス』

JRun タグ ラ イブラ リの JavaServer Pages (JSP) カス
タム タグについて説明します。

『JRun サンプル ガイ ド 』 サーブレッ ト 、JavaServer Pages、Enterprise JavaBeans
のコード  サンプルおよびサンプル アプリケーシ ョ ンを
提供します。

『JRun セッ トアップ ガイ ド 』 JRun 管理コンソール (JMC) を使用した JRun のインス
トール、 設定、 および管理について説明します。

『JRun タグ ライブラリ  クイ ッ
ク  リ ファレンス カード 』

JRun タグ ラ イブラ リの JavaServer Pages (JSP) カス
タム タグの簡単な説明と構文について記載されています。

『JSP クイ ッ ク  リフ ァレンス 
カード 』

JavaServer Pages (JSP) のデ ィ レクテ ィ ブ、 アクシ ョ
ン、 およびスクリプ ト要素の簡単な説明と構文が記載さ

れています。

『Allaire ClusterCATS の使用』 マルチサーバーの負荷管理およびサーバー障害の保護

を行う  ClusterCATS の使用方法に関する情報が記載さ
れています。

『JRun Studio 入門』 JRun Studio を使用した Web コンテンツの構築、 テス
ト、 および公開方法について説明します。 さまざまなス

ク リプ トおよびマークア ップ言語用の組み込みエデ ィ

タの使用方法についても説明します。
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オンライン文書の表示オンライン文書の表示オンライン文書の表示オンライン文書の表示

すべての JRun 文書は、 HTML 形式と  Adobe Acrobat ファ イル形式でオンラインで利
用できます。 文書を表示するには、 JRun を実行している  Web サーバーにある  URL、
JRun のルート  ディ レク ト リ /docs/dochome.htm を開きます。

JRun Studio 文書文書文書文書

JRun Studio は、JRun アプリ ケーシ ョ ンを作成するためのビジュアル開発ツールです。
JRun Studio には直観的に操作できる  GUI インターフェイスがあ り、 アプ リ ケーシ ョ
ンの構築に必要なツールが利用できます。 また、 JRun Studio によって、 任意の JDBC
データベースのデータを選択、挿入、更新、 または削除を行う複雑な SQL ステート メ
ン ト を作成できます。 また、 HTTP を通じて リモート  サーバー上のデータベースに接
続するこ と もできます。 これは複雑なネッ ト ワーク設定を必要と しません。

JRun Studio は JRun Developer、 JRun Professional、 JRun Enterprise とは別売になっ
ています。 

JRun 文書の印刷文書の印刷文書の印刷文書の印刷

印刷版の文書を読むには、製品と と もにインス トールされた Adobe Acrobat PDF ファ
イルを探します。 PDF ファ イルからは、優れた印刷出力を得る こ とができます。 文書
の全体または一部を印刷できます。 
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その他の情報リソースその他の情報リソースその他の情報リソースその他の情報リソース

本書で扱っている ト ピッ クの詳細については、 以下のリ ソースも参照して ください。

書籍書籍書籍書籍

• 『Java Server Pages Application Development』 Scott M. Stirling 他著、
Sams 刊、 2000 年、 ISBN: 067231939X

• 『Java Servlets』 Karl Moss 著、 McGraw Hill 刊、 1999 年、 ISBN: 0071351884

• 『Java Servlets: By Example』 Alan R. Williamson 著、 Manning Publications 
刊、 1998 年、 ISBN: 188477766X

• 『Java Servlet Programming』 Jason Hunter、 William Crawford 著、
O'Reilly & Associates 刊、 1998 年、 ISBN: 156592391X

• 『Developing Java Servlets』 James Goodwill 著、 Sams 刊、 1999 年、
ISBN: 0672316005 

• 『Inside Servlets: Server-Side Programming for the Java Platform』 Dustin R. 
Callaway 著、 Addison-Wesley Pub.Co. 刊、 1999 年、 ISBN: 0201379635 

• 『Mastering Enterprise JavaBeans and the Java 2 Platform, Enterprise Edition』
Ed Roman 著、 Wiley 刊、 ISBN: 0471332291

• 『Enterprise JavaBeans』 Richard Monson-Haefel 著、
O'Reilly & Associates 刊、 ISBN: 1565928695

• 『Enterprise Javabeans: Developing Component-Based Distributed 
Applications』 Thomas C. Valesky 著、 Addison Wesley Publishing Company 
刊、 ISBN: 0201604469

オンラインオンラインオンラインオンライン リソースリソースリソースリソース

• Java servlet API (http://java.sun.com/products/servlet)

• JavaServer Pages (http://java.sun.com/products/jsp)

• Enterprise JavaBeans (http://java.sun.com/products/ejb)

• JSP Resource Index (http://www.jspin.com) 

• Servlet Source (http://www.servletsource.com) 

• ServerPages.com (http://www.serverpages.com)



xiv  本書の概要
疑問の解決方法疑問の解決方法疑問の解決方法疑問の解決方法

プログラ ミ ング上の問題を解決する最善の方法の 1 つは、 JRun フォーラムで、 JRun
開発者コミ ュニティ の幅広い経験に基づいたアド バイスを受けるこ と です。 JRun の利
用方法についてどのよ う なこ とでも、 メンバーであるほかの開発者のアドバイスを得
る こ とができます。 さ らに、 検索機能を使用する と、 過去 12 か月間のメ ッセージを
呼び出すこ とができるため、 同じ問題をほかの開発者がどのよ うに解決したかを知る
こ とができます。 このフォーラムは、 JRun の利用方法を知るための優れた情報源であ
る と と もに、 JRun 開発者がリ アルタイムで活動する様子を知るこ と のできるすばらし
い機会でもあ り ます。 

お問い合わせ先お問い合わせ先お問い合わせ先お問い合わせ先

販売元 株式会社アイ ・ ティ ・ フロンティア
シ リ ウス事業部 

電話 : 03-5562-4099
Fax : 03-5562-4070 

http://cfusion.sirius.co.jp/jrun/
E-mail : jrunsales@sirius.co.jp
（株式会社シ リ ウスは、2001 年 4 月に株式会社アイ ・ティ ・
フロンティアに社名変更いたしました )

テクニカル サポート Allaire 社では、 電話および Web による幅広いサポート  オ
プシ ョ ンを提供しています。 テクニカル サポート  サービ
スについては、 http://www.allaire.com/support/ をご覧
ください。  

JRun サポー ト  フォーラム (http://forums.allaire.com) へ
は、 いつでも投稿するこ とができます。  



第 1 章

はじめにはじめにはじめにはじめに
JRun で提供されるサンプルには、 サーバーのさまざまな活用方法が示されています。
サーブレッ ト と  EJB のサンプルがあ り ます。
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2 第 1 章 はじめに
JRun サンプルの概要サンプルの概要サンプルの概要サンプルの概要

JRun には、 サーブレッ ト の技術 (サーブレッ ト 、 JSP、 カスタム  タグ ) および EJB の
使用方法を示すサンプルが一式付属しています。 このサンプルを実行し、 それに関連
するソース  コードを確認する こ とは、 JRun を開始する上で役立ちます。

サンプルを実行する前に、 インス トール作業をすべて終了して ください。 終了してい
ない場合は、サンプルを実行する前に『JRun セッ ト アップガイド 』を参照してく ださい。

JRun バージ ョ ン  3.1 のサンプルは、 バージ ョ ン  3.0 から大幅に変更されています。 こ
れらの変更の内容は次のとおりです。

• 新しい Web アプリケーシ ョ ン サンプル 詳細については、 5ページの 「サンプル
Web アプリ ケーシ ョ ンの概要」 を参照して ください。

• データベースの統合 JRun 3.1 のタグ  ライブラリ および EJB サンプルでは、 組み込
み型 PointBase データベースを使用して、 データベースにアクセスする方法をよ
り包括的に説明します。

• EJB サンプルの追加、変更、および削除 サンプル 1a、 1b、 4a、および7a が削除さ
れました。 サンプル 9b (サーブレッ ト でのシングル サインオン ) が追加されました。

• すべての EJB サンプルで公開記述子を使用 Bean のプロパティ  ファ イルは除外さ
れました。

組み込み型データベース組み込み型データベース組み込み型データベース組み込み型データベース

JRun バージ ョ ン  3.1 には、 組み込み型 PointBase DBMS を使用するサンプル データ
ベースが同梱されています。このデータベースは主に、JRun カスタム  タグおよび EJB
サンプルのサポート を目的と しています。 このデータベースは、 開発データベースま
たは公開データベースと しての使用を予定していません。 このデータベースは簡単な
テス トに使用できますが、 前もって制限事項について認識しておく必要があ り ます。

制限制限制限制限

PointBase が組み込まれているデータベースは、接続する と自動的に起動されますが、
1 つの JVM からの接続に限定されます。 これは次のこ とを意味しています。

• JMC JDBC データソースの [Test] ボタンは、PointBase が組み込まれたデータベー
スについては無効になっています。

• PointBase Console を使用するには、 default JRun サーバーを停止しておく必要が
あ り ます。 

• EJB サンプル 4b および 5a は複数の接続を使用するため、 機能しません。 

JRun バージ ョ ン  3.1 に同梱の組込み型 PointBase データベースのデータは、 5 MB に
限定されます。
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組み込み型データベースの使用組み込み型データベースの使用組み込み型データベースの使用組み込み型データベースの使用

JRun には、サンプル データベース内のデータに追加や変更を行う ユーティ リ ティ が同梱
されています。 これらのユーティ リ ティ は、 JRun のルート  ディ レク ト リ /pointbase
ディ レク ト リにあ り ます。 ユーティ リ ティ名は次のとおりです。

• commander (UNIX) および commander.bat (Windows) コマンド ラ イン  インター
フェイスによって SQL ステート メン ト を入力できます。

• console (UNIX) および console.bat (Windows) Swing ベースの GUI から、
データベースのテーブルおよび行を変更できます。

メモメモメモメモ

これらのユーティ リ ティ は、 default JRun サーバーを停止してから実行して ください。

詳細については、 JRun のルート  ディ レク ト リ /pointbase/docs ディ レク ト リにある
PointBase のマニュアルを参照して ください。

PointBase コンソールでは、新しいデータベースを作成できます。サーブレッ ト 、JSP、
および EJB からこのデータベースにアクセスするには、次の設定値を使用してく ださい。

• ド ライバ com.pointbase.jdbc.jdbcUniversalDriver

• URL jdbc:pointbase://embedded/データベース名

• ユーザ名 PUBLIC (既定値)

• パスワード PUBLIC (既定値)

このサンプル データベースは、 ネッ ト ワーク  バージ ョ ンの PointBase DBMS と互換
性があ り ます。 評価バージ ョ ンおよびア ッ プグレー ド情報については、 http://
www.pointbase.com を参照して ください。

ロックロックロックロック  ファイルの削除ファイルの削除ファイルの削除ファイルの削除

JRun の全サーバを停止しても  commander または console ユーティ リ ティ から  PointBase
データベースにアクセスできない場合は、 JRun のルート  ディ レク ト リ /pointbase/
databases ディ レク ト リ に *.lck ファ イルがないかど うかを確認して ください。 *.lck
ファ イルは、 PointBase が異常終了した場合に表示されます。 これらのファイルを削
除できない場合は、 次の手順を実行して ください。

1 コンピュータを再起動します。

2 再起動で JRun が自動的に実行されたら中止して ください。

3 JRun のルート  ディ レク ト リ /pointbase/databases ディ レク ト リ から、すべての
*.lck ファ イルを削除します。
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サーブレッ ト技術を示すサンプルサーブレッ ト技術を示すサンプルサーブレッ ト技術を示すサンプルサーブレッ ト技術を示すサンプル

JRun には、 JSP、 カスタム  タグ ラ イブラ リ、 サーブレ ッ ト などのすべてのタイプの
サーブレッ ト技術のサンプルが含まれています。 サンプルを見るには、 JMC の 「よ う
こそ」 ページの [アプリケーシ ョ ンの例 ] をク リ ッ ク して ください。

JSP のサンプルの概要のサンプルの概要のサンプルの概要のサンプルの概要

JRun が提供している  JSP サンプルは次のとおりです。 JSP のサンプルについては、
9ページの第 2章 「JSP のサンプル」 を参照して ください。

カスタムカスタムカスタムカスタム タグタグタグタグ ライブラリのサンプルの概要ライブラリのサンプルの概要ライブラリのサンプルの概要ライブラリのサンプルの概要

JSP 1.1 の仕様には、タグ ラ イブラ リ と呼ばれる  JSP の拡張メカニズムが含まれていま
す。 タグ ライブラ リは、 ある種の機能を内部に組み込んだ一連のカスタム  タグ (アク
シ ョ ン と も呼ばれます ) を定義したものです。 JRun にはカスタム  タグ ラ イブラ リが
付属しています。 JRun の例には、 このタグ ラ イブラ リ を使用する次のよ う なサンプ
ルが入っています。 カスタム  タグ サンプルについては、 17ページの第 3章 「タグ ラ
イブラ リのサンプル」 を参照して ください。

サンプルサンプルサンプルサンプル 説明説明説明説明

Hello World テキス トの大きさを徐々に増減させながら、 「Hello World」 と表
示します。

Color Size Bean JavaBean の ColorSizeBean にある メ ソ ッ ド とプロパテ ィの
使用方法を示します。

JavaScript の例 JSP で (Java の代わりに ) JavaScript の使用方法を示します。

Color Size Bean クエリ文字列からテキス トにアクセスする場合の 
request.getParameter メ ソ ッ ドの使用方法を示します。

HTML フォームの例 JSP を使用するフォームのコーディング方法を示します。

サンプルサンプルサンプルサンプル 説明説明説明説明

sql と  sqlparam sql および sqlparam タグを使用して、 SQL データベースにア
クセスする方法を示します。

query2xml query2xml タグを使用して、 データベース クエ リの結果を
XML に変換する方法を示します。

xslt query2xml タグ、 埋め込み XML、 および外部 XML フ ァイルを
使用して、 作成した XML を変換する方法を示します。

sendmsg、 msgparam、
および getmsg

sendmsg、 msgparam、 およびgetmsg タグを使用して、 非同期
メ ッセージの送受信方法を示します。
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サーブレッ ト のサンプルの概要サーブレッ ト のサンプルの概要サーブレッ ト のサンプルの概要サーブレッ ト のサンプルの概要

JRun が提供しているサーブレッ トのサンプルは次のとおりです。サーブレッ トのサン
プルについては、33ページの第 4章 「サーブレッ トのサンプル」 を参照して ください。

サンプルサンプルサンプルサンプル Web アプリ ケーショ ンの概要アプリケーショ ンの概要アプリケーショ ンの概要アプリケーショ ンの概要

JRun では、次のサンプルを含んでいるサンプル Web アプリ ケーシ ョ ンを提供します。
インボイス  サンプルについては、41ページの第 5章 「インボイス  Web アプリケーシ ョ
ン」 を参照して ください。

sendmail、 mailparam、
および getmail

sendmail、 mailparam、 および getmail タグを使用して、 電
子メールの送受信方法を示します。

servlet と  servletparam サーブレッ ト を呼び出す方法とパラメータを渡す方法を示します。

jndi jndi タグを使用する方法をい くつか示します。

transaction ト ランザクシ ョ ンによって、 2 つのデータベースを更新する方
法を示します。

サンプルサンプルサンプルサンプル 説明説明説明説明

サンプルサンプルサンプルサンプル 説明説明説明説明

SimpleServlet コンテンツ タイプを設定して、 単純なテキス ト文字列を含んで
いる HTML を返す方法を示します。

DateServlet 現在の日付 /時刻を表示する方法と自動的にページをリ フレ ッ
シュする方法を示します。

CounterServlet ク ッキーを使用してページのヒ ッ ト  カウンタを保守する方法を
示します。

SnoopServlet サーブレッ ト と環境情報を取得して、表示する方法を示します。

サンプルサンプルサンプルサンプル 説明説明説明説明

Fax Cover Sheet 
Generator

ユーザの入力を使用してファ ッ クスのカバー シート を生成する
JSP

Invoice Generator Invoice Generator には次の 3 バージ ョ ンがあります。
• JSP およびスクリプ ト レッ トのみ
• JavaBean を使用する JSP
• カスタム タグを使用する JSP
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EJB のサンプルのサンプルのサンプルのサンプル

JRun には、 EJB のさまざまなタイプの使用例を示すサンプルが含まれています。 この
サンプルにアクセスするには、それに関連する指示を読み、サンプル固有の make ファ
イルを実行して ください。

EJB サンプルの概要サンプルの概要サンプルの概要サンプルの概要

JRun が提供している  EJB サンプルは次のとおりです。

サンプルサンプルサンプルサンプル 説明説明説明説明

サンプル 2 Bean 管理パーシスタ
ンス (第 7 章 )

リレーシ ョ ナル データベースを使用した Bean 管理
パーシスタンス (BMP) について説明します。 この例
では、 組み込まれたリレーシ ョ ナル データベースに
アクセスします。

サンプル 3 コンテナ管理パーシス
タンス (第 8 章 )

リレーシ ョ ナル データベースを使用したコンテナ管
理パーシスタンスについて説明します。

サンプル 4 ト ランザクシ ョ ン 
(第 9 章 )

 複数のサーバー インスタンス間の分散型 2 フ ェーズ
コ ミ ッ ト  ト ランザクシ ョ ン管理について示します。

サンプル 5 オブジェク ト管理 
(第 10 章 )

参照されるエンテ ィテ ィ  オブジェク トが解放されず、
ガーベッジコレクシ ョ ンが行われな く なった場合の、

分散ガーベッジ コレクシ ョ ン機能について説明しま
す。 また、大量のオブジェク ト を作成し、 それをクラ

イアン トにコレクシ ョ ンと して返す方法や、カスタム

RMI オブジェ ク ト を作成する方法についても説明し
ます。

サンプル 6 メ ッセージ (第 11 章 ) ポイン トツーポイン ト  ( メ ッセージ キューイング ) メ
カニズムとパブリ ッシュ /サブスクライブ (ブロード
キャス ト ) メ カニズムの両方に対する Java Message
Service (JMS) サポー ト について説明します。 また、
JMS と  EJB の統合についても説明します。
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EJB に関するその他の情報に関するその他の情報に関するその他の情報に関するその他の情報

こ こでは、 EJB のサンプルの理解に役立つ情報について説明します。

メモメモメモメモ

EJB サンプルは EJB エンジンをスタンドアロン  モードで実行するので、 Bean の処理
をコンソール ウ ィンド ウに表示できます。 EJB エンジンは、 default JRun サーバーの
ポート設定を使用して実行されるので、 EJB サンプルの実行中は、 default JRun サー
バーを実行できません。 default JRun サーバーを使用して EJB のサンプルを実行する
方法については、 98ページの 「Make Standalone の使用」 を参照して ください。

"Bean" は、 "Enterprise JavaBeans" のこ とを表しているものと します。 

instance.store フラッ ト ファイル データベースは、さまざまなサンプルで使用します。
各サンプルを実行した後は instance.store をク リ アして、次にサンプルを実行すると
き に前のサ ン プルのデータ が使用さ れな い よ う に する 必要が あ り ま す。
instance.store をク リ アするには、 JRun のルート ディ レク ト リ /servers/default/

runtime ディ レク ト リに移動して instance.store を削除します。

サンプル 7 高度な Bean (第 12 章 ) ビジネス上の複雑な課題を解決するためにともに機能
する、 さまざまな種類の Bean (エンティ ティ 、 ステー
ト フル セッ ショ ン、 およびステート レス  セッ ショ ン )
の使用方法について説明します。 デッ ド ロッ ク例外の

対処方法や自動呼び出し機能についても紹介していま

す。 機能と しては、 このサンプルは銀行から顧客への

ローンの発行シミ ュレーショ ンを行います。 銀行数お

よび利率や収益率は、 deploy.properties フ ァイル
で設定します。 顧客数は、 実行時にコマン ド  ライン
引数で定義します。

サンプル 7b は、 リレーシ ョナル データベースを通し
て Bean 管理パーシスタンスを使用しています。 
サンプル 7c は、 リレーシ ョナル データベースを通し
てコンテナ管理パーシスタンスを使用しています。

サンプル 9 Servlets (第 13 章 ) EJB エンジンでサーブレッ トおよび JSP を使用する
方法について説明します。

サンプル 10 JDK 1.1 クライアン ト  
(第 14 章 )

JDK 1.1 クライアン ト で EJB エンジンを使用する方
法について説明します。

サンプルサンプルサンプルサンプル 説明説明説明説明
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表記法表記法表記法表記法

サンプルをわかりやすくするため、 JRun のルート  ディ レク ト リ という表記を使用して

JRun インス トール ディ レク ト リ を表しています。 JRun のルート ディ レク ト リは、実際
のインス トール環境の適切なパスに置き換えて ください。

各サンプルを実行する前に JRun インス トール ディ レク ト リ に JRUN_HOME 環境変数
を設定する必要があり ます。 JRun のルート ディ レク ト リ と  JRUN_HOME は同じ ものを指
します。

メモメモメモメモ

JRun のルート  ディ レク ト リは通常、 JRun のインス トール ディ レク ト リ を表します。
JRUN_HOME は make ファ イルおよび makew ファ イル (次で説明) で使用する変数で、 こ
の変数は JRun インス トール ディ レク ト リ を指している必要があ り ます。

コマンドコマンドコマンドコマンド

EJB のサンプルは、 サンプルの適切な実行環境を作成するために必要なファイルのコ
ンパイル、 パッケージ、 および実行を行う  make ファ イルによって操作されます。 い
くつかの基本的な make コマンドがあ り ますが、 これについては第 6 章で概説し、 さ
らに第 15 章で詳し く述べます。 make ファ イルに似たバッチファ イルが、 Windows
ユーザのために用意されています。 make コマンドを入力する代わりに、 makew コマン
ド を入力してバッチフ ァ イルを実行します。 make または makew を実行する前に、
JRUN_HOME 環境変数を設定して ください。

その他のサンプルその他のサンプルその他のサンプルその他のサンプル

定期的に、 Allaire 開発者センター (http://www.allaire.com/developer/
jrunreferencedesk) の JRun エ リ アにある追加サンプルを確認して ください。
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JSP のサンプルの概要のサンプルの概要のサンプルの概要のサンプルの概要

JRun には、 JSP コーディングの基本概念の理解に役立つ JSP のサンプルが含まれてい
ます。 

このサンプルについて十分に理解するために、 それらを実行し、 View Source リ ンクを
ク リ ッ ク してそのソース  コード を確認し、その上で再度実行してく ださい。サンプルを
実行するには、 admin JRun サーバーおよび default JRun サーバーが実行されている
こ とを確認し、 JMC を起動してから 「よ う こそ」ページの [アプリ ケーショ ンの例] をク
リ ックします。 JSP のサンプルのソース  コードは、 JRun のルート  ディ レク ト リ /servers/

default/demo-app/jsp ディ レク ト リにあ り ます。
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Hello World
説明説明説明説明 ポイン トの大きさを徐々に増減させながら、 「Hello World」 と表示します。

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 hello.jsp

確認事項確認事項確認事項確認事項 ポイン ト  サイズの増減を制御する  for ループと  JSP の式を調べます。
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Color Size Bean
説明説明説明説明 JavaBean の ColorSizeBean にある メ ソ ッ ド とプロパティの使用方法を示します。

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 colorsize.jsp

確認事項確認事項確認事項確認事項 jsp:useBean と  jsp:setProperty のステート メ ント を調べます。また、ColorSizeBean
でのメ ソ ッ ドの呼び出し方を調べます。 ソース  コードは、 JRun のルート  ディ レク ト リ /

servers/default/demo-app/WEB-INF/classes の ColorSizeBean.java にあり ます。



JavaScript の例 13
JavaScript の例の例の例の例
説明説明説明説明 JSP で (Java の代わりに ) JavaScript の使用方法を示します。

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 javascript.jsp

確認事項確認事項確認事項確認事項 page ディ レクティ ブの中にある  language=javascript に注意してく ださい。 JavaScript
Date オブジェク トの使用法と  Date オブジェク トの toString メ ソ ッ ドの呼び出し方
法にも注意して ください。
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QueryString の例の例の例の例
説明説明説明説明 request.getParameter メ ソ ッ ドを使用して、 クエ リ文字列からテキス トにアクセス

する方法を示します。

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 qstring.jsp

確認事項確認事項確認事項確認事項 request.getParameter への呼び出しによって、 クエ リ文字列のサイズと色がどのよ
うに返されるかを調べます。
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HTML フォームの例フォームの例フォームの例フォームの例

説明説明説明説明 JSP を使用するフォームのコーディング方法を示します。

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 form.jsp

確認事項確認事項確認事項確認事項 フォーム  データにアクセスする  request.getParameter と  
request.getParameterValues の使用方法を確認します。
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タグタグタグタグ ライブラリのサンプルの概要ライブラリのサンプルの概要ライブラリのサンプルの概要ライブラリのサンプルの概要

JSP 1.1 の仕様には、タグ ラ イブラ リ と呼ばれる  JSP の拡張メカニズムが含まれていま
す。 それぞれのタグ ラ イブラ リは、 一連のカスタム  タグ (アクシ ョ ン と も呼ぶ) を定
義します。 カスタム  タグは特定のタイプの機能をカプセル化したものです。 JRun に
は JRun タグ ラ イブラ リが含まれており、 これを  JSP で使用する と、 データへのアク
セス、 フォームの検証、 サーブレッ トへのアクセス、 およびその他のタイプの機能を
実行できます。

JRun タグ ライブラ リのサンプルで、JRun のカスタム  タグの使用法を理解して くださ
い。 JRun カスタム  タグ ライブラ リの詳細については、 『JRun タグ ライブラ リ  リ ファ
レンス』 を参照して ください。

サンプルを最大限に活用するには、 まず、 『JRun タグ ラ イブラ リ  リ ファレンス』 を参
照して ください。 これは、 JRun 文書のページから利用できます。 タグ ラ イブラ リの
使用法を把握したら、 サンプルを実行して JSP ソース  コードを確認して ください。 タ
グ ラ イブラ リのサンプルを実行するには、 JMC を起動して 「よ う こそ」 ページで [ア
プリ ケーシ ョ ンの例] をク リ ッ ク します。 タグ ライブラ リのサンプルのソース  コード
は、 JRun のルート  ディ レク ト リ /servers/default/demo-app/taglib にあ り ます。

タグ ラ イブラ リの開発については、 『JRun によるアプリ ケーシ ョ ン開発』 の 「カスタ
ム  タグと タグ ラ イブラ リ 」 の章を参照して ください。
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sql とととと  sqlparam
説明説明説明説明 このサンプルでは、 sql および sqlparam タグを使用して SQL データベースにアクセ

スする方法を示します。 

メモメモメモメモ

sql タグを使用するには、 JDBC ド ラ イバをインス トールし、 JMC を使用して JDBC
ク ラスパスを JRun サーバーのク ラスパスに追加しておく必要があ り ます。

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 sql.jsp と  sqlparam.jsp

確認事項確認事項確認事項確認事項 構文とサンプル ページを確認します。 
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query2xml
説明説明説明説明 このサンプルでは、 query2xml タグを使用して、データベースのクエリ 結果を  XML に

変換する方法を示します。

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 query2xml.jsp

確認事項確認事項確認事項確認事項 処理済み JSP のソースを表示して、 そのページ内の XML の内容を調べます。
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xslt
説明説明説明説明 このサンプルでは、 query2xml タグ、 組み込まれている  XML、 および外部 XML ファ

イルを使用して作成した XML を変換する方法を示します。

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 xslt.jsp

確認事項確認事項確認事項確認事項 構文およびサンプル ページを確認し、 JRun のルート  ディ レク ト リ /servers/default/

demo-app/taglib ディ レク ト リ にある  XSL ファ イルである  table.xsl を表示します。
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sendmsg、、、、 msgparam、 および、 および、 および、 および getmsg
説明説明説明説明 このサンプルでは、 sendmsg、 msgparam、 および getmsg タグを使用した非同期メ ッ

セージの送受信方法を示します。

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 sendmsg.jsp、 msgparam.jsp、 および getmsg.jsp

確認事項確認事項確認事項確認事項 構文とサンプル ページを確認します。 
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sendmail、、、、 mailparam、 および、 および、 および、 および getmail
説明説明説明説明 このサンプルでは、 sendmail、 mailparam、 および getmail タグを使用した電子メー

ルの送受信方法を示します。 getmail サンプルを実行する場合は、 getmail.jsp ファ
イルを変更する必要があ り ます。使用法については、『JRun タグ ライブラ リ  リ ファレ
ンス』 を参照して ください。 

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 sendmail.jsp、 mailparam.jsp、 および getmail.jsp

確認事項確認事項確認事項確認事項 構文とサンプル ページを確認します。 
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servlet とととと  servletparam
説明説明説明説明 このサンプルでは、サーブレッ ト を呼び出す方法とパラ メータを渡す方法を示します。

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 servlet.jsp と  servletparam.jsp

確認事項確認事項確認事項確認事項 servletparam タグを使用してパラ メータを渡す方法に注意して ください。
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jndi
説明説明説明説明 このサンプルでは、 jndi タグを使用する方法をい くつか示します。 

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 jndi.jsp

確認事項確認事項確認事項確認事項 構文とサンプル ページを確認します。 
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transaction
説明説明説明説明 このサンプルでは、 ト ランザクシ ョ ンによって、 2 つのデータベースを更新する方法

を示します。 このサンプルを実行するには、 transaction.jsp ファ イルを変更して、
セッ ト アップを追加する必要があ り ます。使用法については、 『JRun タグ ライブラ リ
リ ファレンス』 を参照して ください。 

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 transaction.jsp

確認事項確認事項確認事項確認事項 foreach タグを使用して、 Enumeration、 または sql、 getmail、 getmsg のいずれか
によって返される  テーブルをループ化します。
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param
説明説明説明説明 このサンプルでは、 JSP スク リプ ト変数を宣言する方法を示します。

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 param.jsp

確認事項確認事項確認事項確認事項 データ  タイプを指定する  type 属性と 、既定値を指定する  default 属性を確認します。
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foreach
説明説明説明説明 このサンプルでは、 ループをコーディングする方法を示します。

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 foreach.jsp

確認事項確認事項確認事項確認事項 Enumeration または sql、 getmail、 getmsg タグのいずれかによって返されるテーブ
ルをループ化する場合の foreach タグの使用法です。
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if
説明説明説明説明 このサンプルでは、 実行を条件ブロ ッ クする方法を示します。

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 if.jsp

確認事項確認事項確認事項確認事項 構文とサンプル ページを確認します。
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switch
説明説明説明説明 このサンプルでは、 Java の switch-case 構成のよ うに実行を条件ブロ ッ クする方法を

示します。

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 switch.jsp

確認事項確認事項確認事項確認事項 構文とサンプル ページを確認します。
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case
説明説明説明説明 このサンプルでは、 Java の switch-case 構成のよ うに実行を条件ブロ ッ クする方法を

示します。

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 case.jsp

確認事項確認事項確認事項確認事項 構文とサンプル ページを確認します。
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form、、、、 input、 および、 および、 および、 および select
説明説明説明説明 このサンプルでは、 form タグ、 input タグ、 および select タグを使用して対話機能

を拡張する方法を示します。

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 form.jsp、 input.jsp、 および select.jsp

確認事項確認事項確認事項確認事項 このタグによ り、 ク ラ イアン ト側の JavaScript 検証が組み込まれている  HTML 形式
ファ イルを作成できます。 input タグと  select タグを使用して検証基準とエラー基
準を宣言します。 これらのタグによって、 必要な機能を実行する  JavaScript が自動的
に生成されます。
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サーブレッ トのサンプルの概要サーブレッ トのサンプルの概要サーブレッ トのサンプルの概要サーブレッ トのサンプルの概要

JRun には、サーブレッ ト  API を使用したコーディングの基本概念の理解に役立つサー
ブレッ トのサンプルが含まれています。

このサンプルについて十分に理解するために、それらを実行して、 そのソース  コード
を確認し、その上で再度実行して ください。サーブレッ トのサンプルを実行するには、
JMC を開始してから 「よ う こそ」 ページの [サンプル アプリ ケーシ ョ ン ] をク リ ッ ク
して ください。 サーブレッ トのサンプルのソース  コードは、 JRun のルート  ディ レク ト

リ /servers/default/demo-app/WEB-INF/classes にあ り ます。

メモメモメモメモ

すべての JRun サンプル サーブレ ッ ト では JRunDemoServlet ク ラスが拡張されてい
るので、 サンプル サーブレッ ト の一貫性のある見た目と 使い心地を実現できます。特に、
サンプル サーブレッ ト が generateDemoPageStart メ ソ ッ ド と  generateDemoPageEnd
メ ソ ッ ドを呼び出しているこ とに注意して ください。 これらは、 JRunDemoServlet で
定義されています。
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JRunDemoServlet
説明説明説明説明 すべての JRun サンプル サーブレッ トのベース  ク ラス と して使用される抽象ク ラス。

サンプル サーブレ ッ ト はこのク ラ スを拡張しており、 generateDemoPageStart メ
ソ ッ ド と  generateDemoPageEnd メ ソ ッ ド を呼び出して各ページの始めと終わ りに
HTML を構築します。

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 JRunDemoServlet.java

確認事項確認事項確認事項確認事項 generateDemoPageStart メ ソ ッ ド と  generateDemoPageEnd メ ソ ッ ド を確認します。
これらのメ ソ ッ ドで out 変数を使用して、 どのよ うに HTML を返すかを調べます。
また、 out.println メ ソ ッ ドが、 引用符で囲まれたテキス ト とオブジェク ト変数
(ROW_ALT_COLOR、 TITLE_COLOR など ) を統合する方法にも注意して ください。
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SimpleServlet
説明説明説明説明 コンテンツ  タイプを設定して、 単純なテキス ト文字列を含んでいる  HTML を返す方

法を示します。

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 SimpleServlet.java

確認確認確認確認事事事事項項項項 このサーブレット は、HttpServletResponse.getWriter メ ソッドによって、PrintWriter
を作成します。サーブレッ トはこのオブジェク ト を使用して HTML をブラウザに返し
ます。 また、サーブレッ トが、HttpServletResponse.setContentType メ ソ ッ ドを使
用して、 コンテンツ  タイプを  text/html に設定している こ とにも注意して ください。
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DateServlet
説明説明説明説明 現在の日付/時刻を表示する方法とページを自動的に更新する方法を示します。

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 DateServlet.java

確認事項確認事項確認事項確認事項 サーブレッ トは Date オブジェク ト を作成し、 toString メ ソ ッ ドを使用して現在の日
付および時刻を  String と して返し ます。 また、 サーブレ ッ ト が、 mode と呼ばれる
URL パラ メータを使用して、簡単な自動更新機能を実装しているこ とに注意して くだ
さい。
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CounterServlet
説明説明説明説明 ク ッキーを使用してページの ヒ ッ ト  カウンタを保守する方法を示します。

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 CounterServlet.java

確認事項確認事項確認事項確認事項 サーブレッ トは、 HttpServletRequest.getCookies メ ソ ッ ドを呼び出して、 すべて
のク ッキーを配列と して取得します。 次に、 その配列をループ化して、 counter とい
う名前のク ッキーを検索します。 counter とい う ク ッキーが検出されない場合、 サー
ブレッ トはこのク ッキーを作成してその値を 1 に設定します。 counter ク ッキーが検
出された場合は、 現在の値を表示してからそのク ッキーの値を増やします。



SnoopServlet 39
SnoopServlet
説明説明説明説明 サーブレッ ト と環境情報を取得して、 表示する方法を示します。

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 SnoopServlet.java

確認事項確認事項確認事項確認事項 サーブレッ トは次のよ う な private メ ソ ッ ドを実装して、 サーブレッ ト と環境データ
を取得します。
• getInitParameterData

• getContextParameterData

• getAttributeData

• getSessionData

• getRequestParameterData

• getRequestParametersData

• getHeaderData

• getCookieData

• getRequestData

これらのメ ソ ッ ドを確認して、 サーブレッ ト  API メ ソ ッ ドを呼び出してデータを取得
する方法を理解して ください。

このサーブレ ッ ト には、 折 り たたみ式の表を表示する機能があ り ます。 これは、
makeTableEntry メ ソ ッ ドで確認できます。
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インボイスインボイスインボイスインボイス Web アプリケーシ ョ ンの概要アプリケーシ ョ ンの概要アプリケーシ ョ ンの概要アプリケーシ ョ ンの概要

インボイス  Web アプリ ケーシ ョ ンでは、広範な技術を説明し、 コ メン ト付きのコード
を紹介します。 これは、 demo-app の Web アプリ ケーシ ョ ンとは別に invoice-app と
してインス トールされています。 このサンプル アプ リ ケーシ ョ ンには次の URL から
アクセスします。

http://localhost:8100/invoice/index.jsp

インボイス  Web アプリ ケーシ ョ ンの特徴を次に示します。

• 注釈や使用手順の詳細な説明

• ソース  コードのカラー表示

この Web アプリ ケーシ ョ ンには、 次の 2 つの主要コンポーネン トがあ り ます。

• Fax Cover Sheet Generator フォームを表示し、 印刷に適したファ ッ クス用のカ
バー シート を作成する簡単なファ ッ ク ス用カバー シー ト作成アプ リ ケーシ ョ ン
です。 この Fax Cover Sheet Generator では、 JSP の宣言、 ス ク リ プ ト レ ッ ト 、 お
よび式について説明します。

• Invoice Generator インボイス作成アプリ ケーシ ョ ンには 3 つのバリエーシ ョ ンが
あ り ます。 Invoice Generator では、 次の内容について説明します。

− JSP スク リプ ト レッ ト

− JSP と  JavaBeans

− JSP とカスタム タグ
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Fax Cover Sheet Generator
説明説明説明説明 フォームを表示し、 印刷に適したファ ッ ク ス用のカバー シート を作成する、 簡単な

ファ ッ クス用カバー シート作成アプ リ ケーシ ョ ンです。 このアプリ ケーシ ョ ンでは、
JSP の宣言、 スク リプ ト レッ ト、 および式について説明します。

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 coverSheet.jsp と  generateCoverSheet.jsp

確認事項確認事項確認事項確認事項 作成ページでは、 スク リプ ト レッ ト を使用して起動ページに入力されているパラ メー
タを抽出します。ヘッダの作成後、作成ページによってパラメ ータ値、 ボイラープレー
トの順に、 フォーマッ ト されたテーブル内に配置されます。値は、 インライン  スク リ
プ ト レッ ト内で宣言され、 初期化された変数を使用して JSP 式と して提供されます。

オプシ ョ ンのメ ッセージが標準情報のテーブルの後に続きます。 スク リプ ト レッ トに
よって、 オプシ ョ ンでのメ ッセージの有無を操作します。 こ こでも、 JSP 式によって
実際の値が提供されます。 
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Invoice Generator
説明説明説明説明 Invoice Generator には、 3 つのバリエーシ ョ ンのインボイス作成アプリケーシ ョ ンが

用意されています。 このサンプルでは、 次について説明します。

• JSP スク リプ ト レッ ト

• JSP と  JavaBeans

• JSP とカスタム タグ

確認事項確認事項確認事項確認事項 各バリエーシ ョ ンを実行し、基礎となるコードを注意して確認して ください。さ らに、
関連付けられた JavaBeans やカスタム  タグ ハンド ラのコード も表示して ください。
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目次目次目次目次
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メモメモメモメモ

本書のこの章以降のサンプルでは bash シェルを使用しています。 Windows ユーザは、
make コマンドを makew コマンドに置き換えて使用して ください。 標準 DOS ウ ィンド
ウを実行する  Windows ユーザは、 export の代わりに 「set」 と入力し、 フォワード
スラ ッシュの代わりに円記号を使用して ください。
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概要概要概要概要

各サンプルを実行するための基本的なコマンドがい くつかあ り ます。 これらのコマン
ドについては、 この章と 95ページの第 15章 「Make ファ イル」 で詳し く説明してい
ます。 こ こでは JRun のルート  ディ レク ト リ という表記を使用して、 JRun インス トール
ディ レク ト リ を一般的に表しています。 JRun のルート  ディ レ ク ト リは、 実際のインス

トール環境の適切なパスで置き換えて ください。サンプルを簡単にするために、UNIX
および Linux の場合は /opt/jrun の下に JRun がインス トールされ、Windows の場合
は C:\Program Files\Allaire\JRun の下に JRun がインス トールされている と仮定
します。

JRun を再インス トールするたびに EJB サンプルをい くつか実行する こ とをお勧めし
ます。これによって、環境が正し く 設定されていること を容易かつ迅速に確認できます。

はじめにはじめにはじめにはじめに

EJB サンプルを実行する前に次のシステム設定を確認し、 必要な リ ソースを確実に利
用できるよ うにして ください。

• JDK 1.2 以上を実行できるシステムである こ と。 JDK 1.1 では EJB エンジンは稼動
しません。

• Java コンパイラを含むディ レク ト リが、 システム  パスにあるこ と。 たとえば、
jdk1.2.2/bin とな り ます。 このディ レ ク ト リ がシステム  パスにないと、 make/

makew コマンドが使用できません。

• JRUN_HOME 環境変数を、 JRun ルート を指示するよ うに定義する必要があ り ます。
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サンプルの実行サンプルの実行サンプルの実行サンプルの実行

ホスト名の設定ホスト名の設定ホスト名の設定ホスト名の設定

EJB エンジンは、ク ラス  サーバーの位置を把握しておく必要があ り ます。そのために、
host プロパティを設定します。 JRun_rootdir/samples/sample2a に移動し、 テキス
ト  エディ タを使用して deploy.properties ファ イルを開きます。 こ こで、 ejipt.

classServer.host プロパティが現在 localhost に設定されているこ とに注意して く
ださい。 この設定をホス ト名またはホス トの IP アドレスに変更します。サーバーと ク
ライアン ト をローカルで実行している場合は、 このプロパティをマシン名に設定する
か、localhost のままにしておく こ とができます。変更内容は必ず保存して ください。
このプロパティ を指定しないと、 既定では JRun はサーバーが動作しているホス トの
名前を使用します。

ejipt.classServer.host プロパテ ィで指定したホス ト名または IP アド レスを使用
して、 すべてのク ライアン トがサーバーにアクセスできる必要があるこ とに注意して
ください。 このこ とは、 ファ イアウォールやネッ ト ワーク間を経由する場合に特に重
要です。

シェルシェルシェルシェル (bash シェルシェルシェルシェル ) またはまたはまたはまたは DOS ウィンドウを開 くウィンドウを開 くウィンドウを開 くウィンドウを開 く

シェルの場合の手順シェルの場合の手順シェルの場合の手順シェルの場合の手順

UNIX、Linux、 または Windows (bash シェル使用時) では、 コマンド  プロンプ ト  ウ ィ
ンド ウを開き、 次のコマンドを入力します (opt/jrun は、 UNIX および Linux 上の既
定の JRun インス トール ディ レク ト リです)。

> bash
bash$ export EJIPT_HOME=/opt/jrun
bash$ cd /opt/jrun/samples/sample2a

メモメモメモメモ

基本的に、 この説明では bash (Bourne-Again Shell) を使用します。 bash コマン ドを
使用する と、 make ファ イルを実行するための bash シェルを作成できます。 

常に、 JRUN_HOME 環境変数を設定する必要があ り ます。 export コマンドで、環境変数
JRUN_HOME を JRun があるディ レク ト リ  (この場合は /opt/jrun ディ レク ト リ ) に設定
します。

bash シェルで作業する場合は、区切り記号と してフォワード  スラ ッシュ  (/) を使用し
て ください。必要に応じて別のシェルを使用するこ と もできます。 しかし、 bash シェ
ルは、 make ファ イルを  一語一句正確に実行する場合に必要です。

DOS ウィ ンドウの場合の手順ウィ ンドウの場合の手順ウィ ンドウの場合の手順ウィ ンドウの場合の手順

Windows では、 DOS ウ ィンド ウを使用して次のコマンドを入力できます。

set JRUN_HOME=c:\Program Files\Allaire\JRun
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cd "c:\Program Files\Allaire\JRun\samples\sample2a"

常に、 JRUN_HOME 環境変数を設定する必要があ り ます。 set コマン ドで、 環境変数
JRUN_HOME を JRun があるディ レク ト リ  (この場合は c:\Program Files\Allaire\JRun
ディ レク ト リ ) に設定します。

Bean JAR ファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成

これで Bean およびクライアン トの JAR ファ イルを作成できるよ うにな り ました。 次
のコマンドを入力します。

bash$ make jars 

make jars コマンドは、EJB ソース  ファイルをコンパイルして、そのサンプルの EJB JAR
ファ イル (samplexx_ejb.jar) を作成し、それを JRun のルート  ディ レク ト リ /servers/

default/deploy ディ レク ト リにコピーします。 さ らに、 このサンプルのク ラ イアン
ト  JAR ファ イル (samplexx_client.jar) を作成し、それを JRun のルート  ディ レク ト リ

/samples/samplexx ディ レク ト リにコピーします。 こ こで、 xx はサンプル番号 (2 な
ど ) です。

Bean の展開の展開の展開の展開

次のコマンドを入力して Bean を展開します。

bash$ make deploy

make deploy コマンドによって、Deploy ツールが実行されます。Deploy ツールは、make
jars の手順で作成した EJB JAR ファイルを使用して、 ホームおよびオブジェク ト のイン
ターフェイス実装を生成します。 その結果作成される  ejipt_objects.jar ファイルは、
JRun のルート  ディ レク ト リ /servers/default/deploy ディ レク ト リ に設定されます。 こ
の手順ではスタブ ク ラスも作成され、 その結果作成された ejipt_exports.jar ファイ
ルは JRun のルート  ディ レク ト リ /servers/default/deploy ディ レク ト リに再度設定さ
れます。次に、 Make deploy によって deploy ディ レク ト リに deploy.properties が
コピーされ、 runtime.properties ファ イルを作成するためのベース と して使用され
ます。

メモメモメモメモ

make deploy コマンドは、 サンプルのディ レク ト リ から  JRun のルー ト  ディ レ ク ト リ /

servers/default/deploy ディ レク ト リに、サンプル固有の deploy.properties ファ
イルをコピーします。 これによ り、 個々のサンプルの整合性が保たれます。 しかし、
EJB で作業を開始したら、 JRun のルート  ディ レク ト リ /servers/default/deploy ディ
レク ト リにある  deploy.properties ファ イルでのみ作業する必要があ り ます。

Deploy ツールでは既定で、 JDK 1.2 コンパイラを使用して生成されたク ラスをコンパ
イルします。 deploy.properties ファ イルにさまざまな ejipt.javac.* プロパティ
を設定するこ とによって、 Jikes などの異なるコンパイラを使用できます。
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EJB エンジンの起動エンジンの起動エンジンの起動エンジンの起動

Bean が展開されたら、 EJB エンジンをスタンドアロン モードで起動します。 次のコ
マンドを入力します。

bash$ make standalone

処理が終了したら、 EJB エンジンの コマンド  プロンプ ト を確認します。
Server is running (type h[elp]<ENTER> for help on commands)
>

make standalone コマンドは、deploy ディ レク ト リ内の JAR ファ イルを使用して EJB
エンジンを起動します。 deploy ディ レク ト リ内の JAR およびプロパティ  ファ イルは
runtime ディ レク ト リにコピーされます。 これで、 EJB エンジンはいつでも ク ラ イア
ン トの要求を受け入れられる状態になり ました。

メモメモメモメモ

make standalone コマンドは、 default JRun サーバーのディ レク ト リおよびポート設
定を使用して EJB エンジンを起動します。default JRun サーバーを停止してから、make
standalone を発行して ください。

クライアン トの起動クライアン トの起動クライアン トの起動クライアン トの起動

ク ライアン ト を起動するには、別のコマンド  プロンプ ト  ウ ィンド ウを開き、次のコマ
ンドを入力します。 JRun のルート  ディ レク ト リは、 実際の JRun インス トール ディ
レク ト リに置き換えて ください。

C:\> bash
bash$ export JRUN_HOME=JRun のルート  ディ レク ト リ
bash$ cd JRun のルート  ディ レク ト リ /samples/sample2a
bash$ make run

ク ライアン ト  ログイン  ウ ィンド ウが表示されます。説明および使用法については、各
サンプルの説明を参照して ください。 ク ラ イアン ト を停止するには、 ログイン  ウ ィン
ド ウの [閉じる ] ボタンをク リ ッ ク します。

EJB エンジンの停止エンジンの停止エンジンの停止エンジンの停止

サンプルを終了する場合、 「q」 を入力して Enter キーを押し、 EJB エンジンを停止し
ます。 次のよ う な出力が表示されます。

>q
Server stopped
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クライアン トクライアン トクライアン トクライアン ト  アプリケーシ ョ ンの概要アプリケーシ ョ ンの概要アプリケーシ ョ ンの概要アプリケーシ ョ ンの概要

EJB アプリ ケーシ ョ ンには、 ク ラ イアン ト側とサーバー側があ り ます。 各 EJB サンプ
ルでは異なる技術が示されていますが、 ほとんどのサンプルでク ライアン ト側と同じ
コンポーネン トが使用されます。

make run (Windows では makew run) を指定する と、グラフ ィカルな Java アプリケー
シ ョ ンが起動し、 ユーザ名 (通常は、 chief、 saver1、 saver2、 spender1、 spender2 の
いずれか) およびパスワード  (通常は pass) の入力を要求するプロンプ トが表示されま
す。 ログインに成功する と異なるウ ィンド ウが表示されます。 このウ ィンド ウでは結
果的に EJB を呼び出す処理を実行できます。

ク ラ イアン ト側の処理で使用される メ イン ファ イルは、 EJBClient.java です。 この
ファイルについて検討し、 ク ライアン トに追加する必要があるコードについて理解す
る必要があ り ます。

メモメモメモメモ

サンプル 9a と  9b はサーブレッ ト のサンプルなので、 EJBClient.java を使用しませ
ん。 これらのアプリ ケーシ ョ ンについては、 WEB-INF/classes にあるファ イルを参照
して ください。 その他の例外と して、 サンプル 4b、 7b、 および 7c があ り ます。 これ
らは、 EJB を別の EJB のクライアン トにする方法を示しています。
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メモメモメモメモ

本書のこの章以降のサンプルでは bash シェルを使用しています。 Windows ユーザは、
make コマンドを makew コマンドに置き換えて使用して ください。 標準 DOS ウ ィンド
ウを実行する  Windows ユーザは、 export の代わりに 「set」 と入力し、 フォワード
スラ ッシュの代わりに円記号を使用して ください。
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概要概要概要概要

サンプル 2 では、 リ レーシ ョナル データベースを使用した Bean 管理パーシスタンス
(BMP、 bean-managed persistence) について説明します。 ユーザ エンティティ  Bean
は、BMP を使用し、特定の再呼出し メ ソ ッ ドの中に適切なロジッ ク  (一般には SQL ス
テート メン ト ) をコーディングする こ とによって、 パーシスタンスを管理します。

このサンプルには、 貯蓄または支出によって残高を調整する機能があ り ます。 残高は
長期間保存され、 エンティテ ィ  Bean と して表示されます。 メ ソ ッ ドを呼び出してい
る間、 ロール (役割) を与えるためのユーザの認証と認可が行われます。 サンプルは、
deploy.properties ファ イルで定義されているユーザおよびロールにアクセスしま
す。 パーシスタンスのために、 既定のデータベースが使用されます。

BalanceBean.java では、 残高を更新するビジネス  ロジッ クが実装されます。 公開記
述子 (META-INF/ejb-jar.xml) を参照して、Balance Bean のプロパティがどのよ うに
設定されているかを確認して ください。 deploy.properties ファ イルには、ユーザと
ユーザの各ロールとサーバー名が含まれています。

ク ラ イアン ト側の機能を確認するには、 EjbClient.java から処理を開始します。 ク
ライアン トには、プロパティ  ファ イルや公開記述子は不要であるこ とに注意して くだ
さい。 ク ライアン トは JNDI によって認証されます。 
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サンプルサンプルサンプルサンプル 2a ： 既定の認証：既定の認証：既定の認証：既定の認証

サンプルサンプルサンプルサンプル 2a 実行の準備実行の準備実行の準備実行の準備

このサンプルを開始するには、 JRun のルート  ディ レク ト リ /samples/sample2a/ejbeans

ディ レク ト リに移動し、BalanceBean.java ファ イルを確認します。さまざまなメ ソ ッ
ドに SQL ステート メ ン トがあ り ます。 EJB エンジンは、 Bean のラ イフサイ クルの中
で一定の回数だけこれらのメ ソ ッ ドを呼び出します。これらのメ ソ ッ ドの中の SQL ス
テー ト メ ン ト は、 Bean のパーシスタンスを実行します。 BMP の詳細については、
『JRun によるアプリ ケーシ ョ ンの開発』 を参照して ください。

次の行を参照して ください。 これらの各メ ソ ッ ドが示されています。

Context ctx = new InitialContext();
DataSource ds = (DataSource)ctx.lookup("java:comp/env/jdbc/source1");
Connection connection = ds.getConnection();

deploy.properties ファ イルを開いて、source1 がどのよ うに定義されているかを確
認します。 次のエン ト リに注意して ください。

ejipt.jdbcSources=source1
source1.ejipt.sourceDriverClassName=com.pointbase.jdbc.
jdbcUniversalDriver
source1.ejipt.sourceURL=jdbc:pointbase://embedded/sample

ejipt.jdbcSources プロパティには、 EJB エンジンで使用できるデータ  ソースが定義
されています。 このプロパティには、 カンマで区切られた リ ス トに複数のデータ  ソー
スを含むこ とができます (たとえば、 ejipt.jdbcSources=source1, source2)。
jdbcSources の中で指定されている名前を接頭辞と して使用するこ とによ り、データ
ソース固有のプロパティを指定できます。

source1.ejipt.sourceURL プロパティは、 URL を通してデータベースを識別するた
め、標準 Java JDBC 規則を使用しています。この例では、PointBase を使用して sample
という名前のデータベースに接続します。

これ以外のデータベース  ド ラ イバを使用する場合は、 それを反映するよ うにプロパ
ティを変更する必要があ り ます。特に、 Oracle ド ラ イバを使用している場合は、 必ず
source1.ejipt.sourceURL に @host を設定して ください。 

サンプルの deploy.properties ファ イルにも、 コ メ ン ト化した JDBC-ODBC ブ リ ッ
ジのプロパティが含まれています。 

このサンプルでは、サンプル データベースにあらかじめ定義されているアカウン ト表
を使用します。 これには次の列があ り ます。

列名列名列名列名 列のデータ列のデータ列のデータ列のデータ  タイプタイプタイプタイプ

id (キー ) INTEGER

value INTEGER



54 第 7 章 Bean 管理パーシスタンス
サンプルサンプルサンプルサンプル 2a の使用の使用の使用の使用

デモを開始するには、 コマンド  プロンプ トからシェルを開きます。 

JRun 3.1 にインス トールされている  PointBase データベース以外のデータベースを使
用している場合は、 次のコマンドを入力して JDBC ド ライバへのパスを定義します。

bash$ export JDBC_DRIVERS=/path/ ド ライバ名

JRUN_HOME は export コマンドを使用して設定し、 /jrun/sample2a ディ レク ト リに移
動します。 次のコマンドを入力します。

bash$ make jars 
bash$ make deploy
bash$ make standalone

次に、別のコマンド  プロンプ ト  ウ ィンド ウでク ラ イアン ト を起動し、JRUN_HOME を設
定して次のコマンドを入力します。

bash$ make run

サーバーと ク ラ イアント の両方が起動していれば、 サンプルを実行できます。 ク ラ
イ アン ト の [Server] テキス ト  フ ィールドにホス ト名を入力し ます。 ホス ト 名は、
deploy.properties ファ イルの ejipt.classServer.host プロパテ ィに設定した値
と同じです。次に、ユーザに 「server1」、パスワードに 「pass」 と入力します。 [Login]
ボタンをク リ ッ ク します。

[Amount] フィールドと  [Repeat] フィ ールドがある新しい画面が表示されます。 [Amount]
フ ィールドに値を入力し、 [Repeat] フ ィールドに反復回数を入力します。 [Save] ボタ
ンをク リ ッ ク します。サーバー ウ ィンド ウの残高が変更されます。貯蓄者と してログ
インしており、 支出できないので、 [Spend] ボタンをク リ ッ ク します。

次に [Logout] ボタンをク リ ッ ク し、 「spender1」 および 「pass」 と入力して再度ログ
インします。今回は支出者になったので、貯蓄できません。 「chief」 および 「pass」 と
入力してログインする と、 貯蓄も支出も許可されます。 /jrun/samples/sample2a/

deploy.properties ファ イルでは、ユーザおよびロールを定義する次のエン ト リ を参
照できます。

ejipt.users=spender1:pass;spender2:pass;saver1:pass;saver2:pass; 
chief:pass

ejipt.roles=spender:spender1,spender2,chief;saver:saver1,saver2,chief

ユーザ名、 パスワード、 およびロールを変更できます。 変更したら、 次のコマンドを
実行して変更内容が反映されているこ とを確認して ください。

bash$ make deploy
bash$ make standalone
bash$ make run

別のコマンド  プロンプ ト  ウ ィンド ウを開き、次の 4 つのコマンドを入力して、 ク ライ
アン ト を再起動します。 JRun のルート  ディ レク ト リ は、 実際の JRun インス トール
ディ レク ト リに置き換えて ください。

C:\> bash
bash$ export JRUN_HOME=JRun のルート  ディ レク ト リ
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bash$ cd JRun のルート ディ レク ト リ /samples/sample2a
bash$ make run

サーバーを停止してから再起動する と、 残高がそのまま保持されているこ とがわかり
ます。 JRun では、 パーシスタンス  オブジェク トに リ レーシ ョナル データベースを使
用します。 

複数のクライアン ト複数のクライアン ト複数のクライアン ト複数のクライアン ト

追加のク ライアン ト を作成するには、別のコマンド  プロンプ ト  ウ ィンド ウを開き、次
の 4 つのコマンドを入力します。 JRun のルート  ディ レク ト リは、実際の JRun インス
トール ディ レク ト リに置き換えて ください。

C:\> bash 
bash$ export JRUN_HOME=JRun のルート  ディ レク ト リ
bash$ cd JRun のルート ディ レク ト リ /samples/sample2a
bash$ make run

動的な動的な動的な動的な Bean のロードのロードのロードのロード

動的に Bean がロード されるよ うに、サンプル 2a の動作を変更できます。変更するに
は、 /jrun/samples/sample2a/ejbeans/BalanceBean.java フ ァ イルを開き、 ログ
メ ッセージにアスタ リ スクを付けるなどの変更を行います。

public void save(final int value)
        throws RemoteException {
    _value += value;

// アスタ リスクを付けます。
ResourceManager.getLogger().logMessage("***saving, balance is:" + 

_value);
}

public void spend(final int value)
        throws RemoteException {
    _value -= value;
    // アスタ リスクを付けます。
    ResourceManager.getLogger().logMessage("***spending, balance is:" + 

_value);
}

BalanceBean.java をコンパイルしたら、 新しいコマンド  ウ ィンド ウを開いて、
JRUN_HOME の設定、 サンプル 2a ディ レク ト リへの変更、 および次のコマンドの入力
を行って、コンパイルした BalanceBean.java を classes ディ レク ト リに配置します。 

bash$ make classes

サーバー ウ ィンド ウに戻り、 次のコマンドを入力します。

> load

最後に、 ク ライアン ト で save 要求と spend 要求を再度発行します。 EJB エンジン
が変更された Bean を使用しているこ と を示す、変更済みのメ ッセージが表示されます。
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サンプルサンプルサンプルサンプル 2b : カスタム認証カスタム認証カスタム認証カスタム認証

このサンプルでは、 カスタム  Bean を使用してユーザ ID の認証を行います。
LoginSessionBean、 UserBean、 および RoleBean が ejbeans ディ レク ト リに追加さ
れています。 これらを参照して、 認証と承認がどのよ うに行われるのかを確認して く
ださい。 こ こで、 deploy.properties ファ イルにユーザ ID とパスワードが存在して
いないこ とに注意して ください。

UserBean および RoleBean を変更するこ とによって、 ユーザ名、 パスワード、および
役割を変更でき ます。 実行時システムにユーザおよびロールを定義するための

UserBean および RoleBean setEntityContext メ ソ ッ ドによる、 UserManager メ ソ ッ
ド の呼び出し方法に注意し て く だ さ い。 LoginSessionBean、 UserBean、 および

RoleBean の変更および拡張を行う こ とによって、 データベースまたはディ レク ト リ
サービスの規則を利用して、 セキュ リ ティ  サービスと認証サービスを提供できます。

JRun 3.1 統合認証システムの詳細については、 『JRun Version 3.1 機能および移行ガイ
ド』 を参照して ください。

サンプルを開始するには、 次のコマンドを入力します。 JRun のルート  ディ レク ト リ
は、 実際の JRun インス トール ディ レク ト リに置き換えて ください。

bash$ export JRUN_HOME=JRun のルート  ディ レク ト リ
bash$ cd /jrun/samples/sample2b
bash$ make jars 
bash$ make deploy
bash$ make standalone

別のコマンド  プロンプ ト  ウ ィンド ウで、 ク ラ イアン ト を起動します。

bash$ make run

ク ラ イアン ト画面が表示されたら、 サンプル 2a で説明したよ うにログインします。
データベース上の残高がコンソールに表示されている残高と同じであるこ とがわかり
ます。
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メモメモメモメモ

本書のこの章以降のサンプルでは bash シェルを使用しています。Windows ユーザは、
make コマンドを makew コマンドに置き換えて使用して ください。 標準 DOS ウ ィンド
ウを実行する  Windows ユーザは、 export の代わりに 「set」 と入力し、 フォワード
スラ ッシュの代わりに円記号を使用して ください。
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概要概要概要概要

サンプル 3 では、 リ レーシ ョナル データベースを使用したコンテナ管理パーシスタン
ス  (CMP) について説明します。 EJB エンジンは CMP によって、 Bean プロパティ  ファ
イルまたは公開記述子に定義されているデータ  ソースおよび SQL ステート メ ン ト を
使用して、 エンティティ  Bean パーシスタンスを管理します。

このサンプルの機能はサンプル 2 と同じです。

Sample 3a ： 既定の認証：既定の認証：既定の認証：既定の認証

このサンプルでは、 サンプル 2a と同じデータ  テーブルを使用します。

JRun のルート  ディ レク ト リ /samples/sample3a/ ディ レクト リ にある  deploy.properties
ファイルを確認します。 JDBC ソースを定義するプロパティ があるこ と に注意してく だ
さい。 

ejipt.logSQLRequests=true と設定する と、すべての SQL 呼び出しがログ ウ ィンド
ウに表示されます。 この機能はデバッグには便利ですが、 実際の運用環境では無効に
設定しておく必要があ り ます。 

JRun のルート  ディ レク ト リ /samples/sample3a/META-INF ディ レク ト リ の ejb-jar.xml
ファイルを参照します。 このファイルには CMP の仕様が含まれています。 _id および
_value の cmp-field 要素に注意してく ださい。 これらは、 _id および _value フィ ール
ド をコンテナで管理するよう に EJB エンジンに指示します。 また、 persistance-type
要素が Container に設定される こ とにも注意して ください。 これによって、 コンテナ
によって管理されるフ ィールドがあるこ とを  EJB エンジンに示します。

env-entry 要素にある  ejipt.*SQL* 仕様では、 EJB エンジンが Bean 内にデータを格
納する方法と  Bean からデータを取得する方法を定義し ます。 このサンプルでは、
findByPrimaryKey (ejipt.findByPrimaryKeySQL)、create (ejipt.createSQL)、load
(ejipt.loadSQL)、 remove (ejipt.removeSQL)、 およびstore (ejipt.storeSQL) のプ
ロパティがあ り ます。 これらの仕様は、 Bean インスタンスの状態を適切に管理する
ためにコンテナによって使用されます。

メモメモメモメモ

JRun のルート  ディ レク ト リ /samples ディ レク ト リ には、 ユーザの DBMS に必要なエン
ティティの定義に使用できるファ イルが含まれています。 sqlserver.sql ファ イルを
使用して、 SQL サーバーのエンティティを定義し、 oracle.sql ファ イルを使用して、
Oracle のエンティティを定義します。

SQL プロパティの詳細な説明は、 『JRun によるアプリ ケーシ ョ ンの開発』 のコンテナ
管理パーシスタンスの解説にあ り ます。 JRun のルート  ディ レク ト リ /samples/

sample3a/ejbeans の BalanceBean.java を確認します。 対応するサンプル 2a の
BalanceBean.java ファ イルほどコードは多くあ り ません。 特に、 ejbLoad メ ソ ッ ド
および ejbStore メ ソ ッ ドからすべての SQL 関連の参照が削除されています。
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ここで、次のコマンド を入力してサンプルを実行します。JRun のルート  ディ レク ト リは、

正しいディ レク ト リに置き換えて ください。

bash$ export JRUN_HOME=JRun のルート  ディ レク ト リ
bash$ cd JRun のルート  ディ レク ト リ /samples/sample3a

JRun サンプルと と もにインス トールされている  PointBase ド ラ イバ以外の JDBC ド
ライバを使用する場合は、 次のコマンドを入力します。 ド ライバへの正しいパスを入
力して ください。 

bash$ export JDBC_DRIVERS=/path/ ド ライバ名

次のコマンドを入力します。

bash$ make jars 
bash$ make deploy
bash$ make standalone

次に、2 番目のコマンド  プロンプ ト  ウ ィンド ウでク ラ イアン ト を起動します。JRun の

ルート  ディ レク ト リは、 実際の JRun インスト ール ディ レク ト リ に置き換えてく ださい。

bash$ export JRUN_HOME=JRun のルート  ディ レク ト リ
bash$ cd JRun のルート  ディ レク ト リ /samples/sample3a
bash$ make run

サンプルを使用する と、 セッシ ョ ン間で値が維持されているこ とがわかり ます。
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メモメモメモメモ

本書のこの章以降のサンプルでは bash シェルを使用しています。Windows ユーザは、
make コマンドを makew コマンドに置き換えて使用して ください。 標準 DOS ウ ィンド
ウを実行する  Windows ユーザは、 export の代わりに 「set」 と入力し、 フォワード
スラ ッシュの代わりに円記号を使用して ください。
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サンプルサンプルサンプルサンプル 4b ： 分散型ト ランザクシ ョ ンと： 分散型ト ランザクシ ョ ンと： 分散型ト ランザクシ ョ ンと： 分散型ト ランザクシ ョ ンと  CMP
サンプル 4b は、server1 と  server2 を使用した分散型 2 フェーズ コ ミ ッ ト  ト ランザ
クシ ョ ン管理の使用法を示しています。 また、 このサンプルは、 EjbClient.java お
よび BalanceBean.java に含まれている  save および spend メ ソ ッ ドの実装で示され
ている とおり、 ク ライアン ト区分ト ランザクシ ョ ンと コンテナ管理ト ランザクシ ョ ン
の両方を使用します。

メモメモメモメモ

このサンプルはリ レーシ ョナル データベースを使用しますが、独創的な動作はしませ
ん (スキーマについては、 第 7 章の 「サンプル 2」 セクシ ョ ンを参照して ください )。
サンプル 4b を実行するには、 複数の接続をサポート しているデータベース と ド ラ イ
バを使用する必要があ り ます。特定のデータ  ソース  フォーマッ トに従って、使用して
いるデータソース情報を  deploy.properties ファ イルに追加します。

最初に META-INF/ejb-jar.xml ファ イルを開き、 次の env-entry 要素を調べます。

• save.ejb.transactionAttribute が mandatory に設定されている こ と。 これは、
save メ ソ ッ ドが呼び出されたと きに ト ランザクシ ョ ンが実行されていなければな
らないこ とを示します。 このサンプルでは、 EjbClient.java プログラムの save
メ ソ ッ ドが ト ランザクシ ョ ンを管理します。

• spend.ejb.transactionAttribute が required に設定されている こ と。 これは、
spend メ ソ ッ ドが呼び出されたと きに ト ランザクシ ョ ンがないと、EJB エンジンが
ト ランザクシ ョ ンを開始するこ とを示します。

JRun のルート  ディ レク ト リ /samples/sample4b ディ レクト リ にある  deploy2.properties
ファ イルを調べます。 deploy2.properties ファ イルは、 server2 によ り使用されま
す。 次のエン ト リに注意して ください。

sample4b.BalanceHome.maxValue=1000
sample4b.BalanceHome.minValue=-1000

これらの 2 つのプロパティは、 残高の有効範囲を指定します。 server2 における最小
値は -1000、 最大値は 1000 です。 最小値または最大値に達する と、 例外とな り ます。
Server2 の BalanceBean は、 残高をプロパティ  ファ イルに設定されている値と照合
してチェ ッ ク します。 server2 で制限を超える と例外とな り、 server1 でも ト ランザ
クシ ョ ンがロールバッ ク されます。

詳細については、 『JRun によるアプリ ケーシ ョ ンの開発』 を参照して ください。
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JNDI コンテキスト のカスタマイズコンテキスト のカスタマイズコンテキスト のカスタマイズコンテキスト のカスタマイズ

まず、 呼び出しをよ り単純に、 また理解しやすくするために JNDI コンテキス ト をカ
スタマイズします。 JRun のルー ト  ディ レ ク ト リ /samples/sample4b/client ディ レク
ト リに移動して EjbClient.java ファ イルを開きます。 login メ ソ ッ ドによ り、 ク ラ
イアン ト がポート  2323 (server1) で リ スニングしているサーバーへの context 参照
を設定した場所が確認できます。次に、 ク ラ イアン トは、 ポート  2324 (server2) で受
信しているサーバーに対する  context 参照を設定し、 sample4b.BalanceHome を
BalanceHome2 に結合します。 次の図に示すよ うに、 これによって "server1" の
sample4b.BalanceHome と  "server2"の sample4b.BalanceHome を区別します。

クライアント 区分ト ランザクショ ンクライアント 区分ト ランザクショ ンクライアント 区分ト ランザクショ ンクライアント 区分ト ランザクショ ン

EjbClient.java の save メ ソ ッ ド に注目してく ださい。 server1 および server2 の残
高は save メ ソ ッ ド によって更新されます。 save は 2 つの Balance インスタンスを作
成します。 これらは各サーバーにそれぞれ関連付けられます。transaction.begin を
実行します。これは公開記述子の save.ejb.transactionAttribute 設定に必要です。

次に EjbClient.save メ ソッドは、Balance の両方のインスタンスに対して save(amount)
を呼び出します。いずれかの呼び出しで例外が発生した場合、ト ランザクショ ンがロー
ルバッ ク され、 両方のサーバーの残高が更新されません。 例外が発生しない場合は、
transaction.commit が呼び出されます。 そのため、 server2 で残高が最小値または
最大値に達する と、transaction.rollback が呼び出されて server1 と  server2 の同
期を取り ます。
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暗黙ト ランザクショ ン暗黙ト ランザクショ ン暗黙ト ランザクショ ン暗黙ト ランザクショ ン

EjbClient.java の spend メ ソ ッ ドを調べます。 EjbClient.java の save メ ソ ッ ドは
サーバーごと に BalanceBean.save を呼び出したのに対し、 EjbClient.java の spend
メ ソ ッ ドは BalanceBean.spend を一度だけ呼び出します。 BalanceBean.spend は、
登録されている別の BalanceBean を検索するためです。見つかると 、BalanceBean.spend
メ ソ ッ ドが呼び出されます。

次は、 JRun のルー ト  ディ レ ク ト リ /samples/sample4b/ejbeans/BalanceBean.java

ファ イルの spend メ ソ ッ ドに注目して ください。 spend メ ソ ッ ドは自らの残高を更新
しますが、 次のコードの抜粋のとおり、 server2 の残高も更新します。

if (_balance2 != null)
{

_balance2.spend(value);
}

server1 がどのよ うに server2 を認識するかを理解するには、BalanceBean.connect
メ ソ ッ ドに注目します。 次のコードが表示されます。

...
try

{
Properties environment = _context.getEnvironment();
String host =

environment.getProperty(EjiptProperties.CLASS_SERVER_HOST);
int port =

Integer.parseInt(environment.getProperty("balance2Port"));
Properties properties = new Properties();
properties.setProperty(Context.INITIAL_CONTEXT_FACTORY,

"allaire.ejipt.ContextFactory");
properties.setProperty(Context.PROVIDER_URL, "ejipt://" + host +

":" + port);
BalanceHome home = 

(BalanceHome)(new InitialContext(properties)).lookup
("sample4b.BalanceHome");

_balance2 = createBalance(home, 123);
}
catch (NumberFormatException format)
{

// ポート情報なし、 接続は不要です。
}
catch (Exception exception)
{

ResourceManager.getLogger().logException
("Failed to contact other server", exception);

}
...

このコードは、 関連する  deploy.properties ファ イルで、 balance2Port という名前
のプロパティ をチェ ッ ク します。 JRun のルート  ディ レク ト リ /samples/sample4b にあ
る deploy.properties ファ イルには、 次のエン ト リが含まれています。 

sample4b.BalanceHome.balance2Port=2324
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コードで createBalance を呼び出します。 これによって server2 の リ モー ト  イン
ターフェイスへの参照が返されます。BalanceBean.getBalance2 メ ソ ッ ドは、ポート
2324 で受信しているサーバー (以前 server2 と して参照された ) の BalanceHome に対
する参照を単に取得します。

複数のサーバー複数のサーバー複数のサーバー複数のサーバー インスタンスインスタンスインスタンスインスタンス

make ファ イルは、ejipt.ejbDirectory プロパティを使用して、第 2 のサーバー イン
スタンスの /deploy および /runtime ディ レク ト リ を指定します。

サンプルを実行するには、コマンド  プロンプ ト を開いて RMID のシェルを起動します
(このサンプルはフェイルセーフ  モード で実行するので RMID が必要です )。 環境変数
を設定し、 次のコマンドを入力して RMID を開始します。

bash$ make rmid

別のコマンド  プロンプ ト とシェルを開きます。 次のコマンドを入力します。

bash$ make jars 
bash$ make deploy2
bash$ make start2.

make deploy2 および make start2 コマンドは、 両方のサーバーを展開または起動し
ます。次に make run を実行してク ライアン ト を起動します。サンプルが終了したら、
make stop2 を実行して両方のサーバーを停止して ください。



66 第 9 章 ト ランザクシ ョ ン



第 10 章

オブジェク ト管理オブジェク ト管理オブジェク ト管理オブジェク ト管理
目次目次目次目次

• 概要............................................................................................................................. 68

• サンプル 5a : ダイナミ ッ ク  オブジェク ト  リ リース ............................................... 68

• サンプル 5b : RMI ソケッ トのカスタマイズ ........................................................... 70

• サンプル 5c : 大容量の一覧表 ................................................................................... 71

メモメモメモメモ

本書のこの章以降のサンプルでは bash シェルを使用しています。 Windows ユーザは、
make コマンドを makew コマンドに置き換えて使用して ください。 標準 DOS ウ ィンド
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概要概要概要概要

サンプル 5 の焦点は、 サーバーの拡張性、 カスタマイズ可能な状況、 大量の EJB オブ
ジェク トの処理です。 

メモメモメモメモ

お使いの JDK、HotSpot によってパフォーマンス特性やガーベッジ コレクシ ョ ン  (GC)
特性が異なるため、 次のサンプルの結果も異なり ます。

サンプルサンプルサンプルサンプル 5a : ダイナミ ックダイナミ ックダイナミ ックダイナミ ック  オブジェク トオブジェク トオブジェク トオブジェク ト  リ リースリ リースリ リースリ リース

サンプル 5a は、 競売の実例を基にして、 エンティティ  オブジェク トのダイナミ ッ ク
リ リース と全体のリ ソース管理を示します。 普通の競売と同じよ うに、 このサンプル
にも商品に対して入札を行う入札者が登場します。

商品は常に最良の入札と関連付けられます。 最低 4 つの入札があった後は、 商品は最
良 (最高) の入札価格で売却できるよ うになり ます。入札者は最良の取引、つま り最安
値で購入した商品の推移を見ます。 しかし、 商品選択や金額はランダムに生成される
ため、 すべての入札者が商品の購入に成功する という保証はあ り ません。

サンプルを開始する と、 サーバーによ り  10,000 人の入札者と  10,000 個の商品が作成
されます。META-INF/ejb-jar.xml ファ イル内の次の env-entry 要素を変更するこ と
によ り入札者数と製品数を簡単にカスタマイズできます。

<env-entry>
<env-entry-name>ejipt.env_entries</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>numProducts,numBidders</env-entry-value>

</env-entry>

ク ライアン トは、 商品に対してランダム入札の生成を開始します。 入札のバッチが生
成される と、 それらのバッチはサーバーに送信されて処理されます。 

バッチ内の入札は管理者によって処理されます。 管理者はバッチご とにバッチ内の各
入札を関連商品に適用して、 全商品の中から十分な入札数 (4 つ以上 ) があ り売却可能
な商品を判別します。 入札数が 4 つ以上ある商品は売却されます。

このロジッ クを実行するコードを表示するには、次のファイルをテキス ト  エディ タで
開きます。

• JRun のルート  ディ レク ト リ /samples/sample5a/ejbeans/ManagerBean.java

• JRun のルート  ディ レク ト リ /samples/sample5a/ejbeans/BidBean.java

• JRun のルート  ディ レク ト リ /samples/sample5a/ejbeans/BidderBean.java

• JRun のルート  ディ レク ト リ /samples/sample5a/ejbeans/ProductBean.java
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サンプルを開始します。 また、 deploy.properties ファ イルで必要なホス ト情報を変
更します。 次のコマンドを入力します。 JRun のルート  ディ レク ト リおよびホス ト名
の部分は環境に合わせて置き換えて ください。 JRun のルート  ディ レク ト リは、 JRun
インス トール ディ レク ト リに置き換えて ください。

bash$ export JRUN_HOME=JRun のルート  ディ レク ト リ
bash$ cd JRun のルート ディ レク ト リ /samples/sample5a

次のコマンドを実行して Bean を公開し、 サーバーを起動します。

bash$ make jars 
bash$ make deploy
bash$ make standalone

次に、 別のコマンド  プロンプ ト  ウ ィンド ウでク ラ イアン ト を起動します。

bash$ make go host=ホス ト名 size=1000

パラ メータ  size=1000 は、バッチ サイズ、つま り  1 つのバッチで処理する入札数を示
します。 このパラ メータによ り、 特定の競売に関してバッチを処理する頻度を変更で
きます。

10,000 の入札者と  10,000 の商品が関係したサンプルを実行すると 、 サーバーが処理す
る入札の数は約 50,000、 処理するエンティテ ィ  オブジェク トの合計数は約 70,000 に
なり ます。 すべての商品が売却される と、 管理者はすべての入札者を閲覧して、 最良
の入札の時刻を判別します。 最良の入札がない場合は、 購入がない入札者のカウン ト
が 1 つ増分されます。

参照解除された EJB オブジェク ト  (Bid) は、 この実行中、 継続的にガーベッジ コレク
シ ョ ンに入れられます。 アクティブと して残っている  Bid は、 購入済みの商品に関し
て入札者から参照されている  Bid である と見なされます。 サンプルのレポート作成段
階では、 これらのアクティブな Bid の再ロードを省けるため、 必要な ejbLoads() の
数を最小にするこ とができます。

サンプルでは持続性を持たせるためのデータベースを使用していません。 CMP または
BMP のいずれかを使用して持続性を持たせるのは簡単なこ とです。Bid はかなり頻繁
に生成されるため、 Bid テーブルのインデッ クスを設定しないこ と をお勧めします。 こ
のよ う な制限があるため、 ejbLoads() を最小に保つこ とがよ り重要とな り ます。

サンプルは、 ク ライアン ト を再起動するよ うには設計されていません。 サンプルを再
実行する場合は、 サーバーを再起動して、 ク リーンな環境を整える必要があ り ます。
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サンプルサンプルサンプルサンプル 5b : RMI ソケッ トのカスタマイズソケッ トのカスタマイズソケッ トのカスタマイズソケッ トのカスタマイズ

サンプル 5b は、 ServerSocket にカスタマイズ済みの backlog パラ メータを指定する
という、RMI ソケッ トの標準的なカスタマイズ方法を示しています。このサンプルは、
カスタム ス ト リームおよび SSL ソケッ ト を提供するよ うに簡単に拡張できます。サー
ドパーティの標準カスタマイズや製品も使用できます。

サンプルを開始する前に deploy.properties ファ イルで必要なホス ト情報を変更し
ます。 JRun のルート  ディ レク ト リは、 JRun インス トール ディ レク ト リに置き換えて
ください。

bash$ export JRUN_HOME=JRun のルート  ディ レク ト リ
bash$ cd JRun のルート ディ レク ト リ /samples/sample5b

次のコマンドを入力します。

bash$ make jars 
bash$ make deploy
bash$ make standalone

次に、 別のコマンド  プロンプ ト  ウ ィンド ウでク ラ イアン ト を起動します。

bash$ make go host=ホス ト名 count=10

ServerSockets に対する  backlog パラ メータの既定値は 50 です。 キューが満杯に
なったと きに接続指示が出される と、 その接続は拒否されます。 count=10 は、 サー
バーへの同時接続数を指定します。

backlog キューが受け入れ可能な同時接続数を超えてサンプルを再実行する と、 エ
ラーが発生します。 

bash$ make go host=ホス ト名 count=150

このエラーが発生しないよ う にするには、 META-INF/ejb-jar.xml フ ァ イルの次の
env-entry 要素を削除します。

<env-entry>
<env-entry-name>ejipt.homeSocketFactory</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>ejbeans.SocketFactory</env-entry-value>
</env-entry>
<env-entry>
<env-entry-name>ejipt.objectSocketFactory</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>ejbeans.SocketFactory</env-entry-value>
</env-entry>

次のコマンドを入力します。

bash$ make jars 
bash$ make deploy
bash$ make standalone
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別のプロンプ ト  ウ ィンド ウでク ラ イアン ト を起動します。

bash$ make go host=ホス ト名 count=350

backlog キューが 350 個の同時接続を処理するよ うに拡張されます。現実的には、 350
個もの接続要求がサーバーに対して同時に出される とい う事態はあま り起きません
が、 活動がピークに達して接続が拒否されるよ う な場合は、 この種のカスタマイズが
有効です。

サンプルサンプルサンプルサンプル 5c : 大容量の一覧表大容量の一覧表大容量の一覧表大容量の一覧表

このサンプルは、 Bid の大容量 Enumeration をク ライアン トに返す方法を示します。
ク ライアン トは入札を繰り返すこ とによって金額を取得します。 このサンプルは、 ク
ラ イアン トが参照を解除したオブジェク ト がどのよ うにガーベッジ コレ クシ ョ ンに
入れられるかを示しています。

BidBean.java 内の ejbFindAll メ ソ ッ ド と  KeyEnumerator 内部ク ラ スを確認しま
す。 また、 EjbClient.java ク ラスを調べる と、 EJB の FindAll メ ソ ッ ド を呼び出し
て Bid の Enumeration を返すコードが run メ ソ ッ ド にどのよう に含まれているかが
わかり ます。

サンプルを開始する前に、deploy.properties ファ イルで必要なホス ト情報を変更し
ます。 JRun のルート  ディレク ト リは実際に使用している  JRun インスト ール ディ レク
ト リに、 ホスト名は適切なホス ト名に置き換えます。

bash$ export JRUN_HOME=JRun のルート  ディ レク ト リ
bash$ cd JRun のルート ディ レク ト リ /samples/sample5c

次のコマンドを入力します。

bash$ make jars 
bash$ make deploy
bash$ make standalone

別のプロンプ ト  ウ ィンド ウでク ラ イアン ト を起動します。

bash$ make go host=ホス ト名 size=1000

パラ メータ  size=1000 は、 サーバーから ク ラ イアン トに返される  Enumeration のサ
イズを指定しています。
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本書のこの章以降のサンプルでは bash シェルを使用しています。Windows ユーザは、
make コマンドを makew コマンドに置き換えて使用して ください。 標準 DOS ウ ィンド
ウを実行する  Windows ユーザは、 export の代わりに 「set」 と入力し、 フォワード
スラ ッシュの代わりに円記号を使用して ください。
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概要概要概要概要

サンプル 6 は、 Java Message Service (JMS) の機能を紹介しています。ポイン ト ツーポ
イン ト  (キュー ) およびパブリ ッシュ /サブスク ラ イブ ( ト ピッ ク ) メ ッセージ機能に
ついて説明します。

メモメモメモメモ

Multicast Time-To-Live プロパテ ィ  (jms.multicast.ttl) はゼロに設定されていま
す。 これによ り、 UDP パケッ トは リモー ト  ク ラ イアン トに転送されません。 リモー
ト  ク ラ イアン トに対して次のサンプルを使用するには、deploy.properties ファ イル
の jms.multicast.ttl、jms.multicast.port、および jms.multicast.groupAddress
プロパティを、 実際の環境に合わせて設定して ください。 

これらのサンプルでは、 instance.store を使用してメ ッセージを持続させます。 各
サンプルを実行する前に /runtime ディ レク ト リ から  instance.store を削除する必
要があ り ます。

JMS の詳細については、 『JRun によるアプリ ケーシ ョ ン開発』 を参照して ください。

サンプルサンプルサンプルサンプル 6a ：ポイン トツーポイン ト：ポイン トツーポイン ト：ポイン トツーポイン ト：ポイン トツーポイン ト

サンプル 6a では、 ポイン ト ツーポイン ト またはキューベースのメ ッセージ サービス
を使用します。 サンプルでは、 メ ッセージがキューに書き込まれる同期メ ッセージ機
能が示されます。 この後、 キューから メ ッセージがポーリ ングされます。 また、 メ ッ
セージを自動的に受信するためにリ スナが登録する非同期メ ッセージも扱われます。

/sample6a/deploy.properties ファ イルを確認する こ とから始めます。 メ ッセージ
を有効にするには、 ejipt.enableMessaging プロパティを true に設定します。 この
設定は、 メ ッセージ関連の Bean を読み込むよ うに EJB エンジンに通知します。 この
プロパティが true に設定されていないと、 メ ッセージ機能は働きません。

次のプロパティ設定にも注意して ください。

default.MessageQueueHome.ejb.enterpriseBeanClassName=ejbeans.QueueBean

この設定は、default.MessageQueueBean ではなく  ejbeans.QueueBean を使用してメ ッ
セージを持続させるよう に JRun に指示します。 /sample6a/ejbeans/QueueBean.java

ファ イルを見る と、 onAdding および onRemoved メ ソ ッ ドが実装されている こ とがわ
かり ます。 onAdding メ ソ ッ ドはメ ッセージをキューに入れる直前に呼び出されます
が、 onRemoved メ ソ ッ ドはメ ッセージをキューから削除した直後に呼び出されます。
この方法によって、 サンプルは JRun ログ ファ イルにエンティティを書き込めるよ う
になり ます。ユーザ アプリ ケーシ ョ ンは、必要に応じて類似した機能を実装するため
に MessageQueueBean を拡張できますが、 通常は必要あ り ません。
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ク ライアン ト側アプリケーシ ョ ンには、Sender (送信元 ) と  Receiver (受信側 ) の 2 つ
があ り ます。 /sample6a/client/Sender.java ファ イルを開いて Sender を確認しま
す。 Sender は、 次の表が示すよ うに 3 つの引数を受け入れます。

Sender.java ファ イルでは、 Sender では最初に QueueConnectionFactory の参照を
取得する必要があ り ます。 これを行う と  QueueConnection を取得できます。接続が確
立される と、 QueueSession を作成して メ ッセージの送信を開始できます。 さ らに、
Sender は、 queue name パラメ ータを使用して実際のメ ッセージ キューを作成します。 

実際のメ ッセージを生成して送信するには、 Sender はテキス ト を指定して Message.
setText を呼び出し、 次にメ ッセージ、 送信モード、 優先順位、 および有効期限を指
定して QueueSender.send を呼び出します。

/sample6a/client/Receiver.java ファ イルを開いて、 メ ッセージを取得する方法に
ついて調べます。 Receiver は、 次の表が示すとおり  3 つの引数を受け入れます。

Receiver も  QueueConnectionFactory に対する参照を取得し、 その参照を使用して
QueueConnection を取得し、 QueueSession を作成する必要があ り ます。 こ こでは、
Sender ではな く  QueueReceiver が作成されます。 auto モードの場合、 Receiver は
キューの listener と して登録されます (非同期 )。 それ以外の場合は、 Enter キーを
押すたびにキューがチェ ッ ク されます (同期)。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 値値値値

host サーバーのホス ト名、 あるいはサーバーと  Sender がローカルで稼動
している場合は localhost を指定します。

queue name メ ッセージの送信先のキューを識別します。

mode Sender が一連のメ ッセージを自動生成するかどうかを指定します。
値は、 manual または auto です。

name 送信元を識別するための名前を指定します。

パラメータパラメータパラメータパラメータ  値値値値
host サーバーのホス ト名、 あるいはサーバーと  Receiver がローカルで稼動

している場合は localhost を指定します。
queue name メ ッセージを取得する元のキューを識別します。

mode 受信側がキューから メ ッセージを手動で取得するか (同期)、あるいはメ ッ
セージを自動受信するために受信側を リスナとして登録するか (非同期)
を指定します。

値は、 manual または auto です。
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サンプルを実行するには、次のコマンドを入力してサーバーを起動します。 「No bean

found in jar(s)」 とい う メ ッセージは無視します。

bash$ make jars 
bash$ make deploy
bash$ make standalone

次に新しいシェルを開き、 次のコマンドを入力して Sender を開始します。

bash$ make sender host=localhost queue=cat mode=manual name=fluff

次のよ う な出力が表示されます。

Type message to send or 'quit' to exit, then press <ENTER> 

任意のテキス ト を入力し、 Enter キーを押すと、 次のよ うに表示されます。

Sending:[delivery:non-persistent, priority:default, from:fluff]
Content:<入力したテキス ト >
Type message to send or 'quit' to exit, then press <ENTER>

メ ッセージを送信する場合に、 メ ッセージに接頭辞 :dp を付ける と、 DeliveryMode
が持続するよ うに指定できます。

:dp メ ッセージのテキス ト

この場合、サーバーがシャ ッ ト ダウンしても メ ッセージは持続します。 メ ッセージは、
instance.store を使用して QueueBean によ り持続されます。 モードが持続している
かど うかをテス トするには、 メ ッセージを送信して、サーバーを停止してから起動し、
次に Receiver を起動します。 Sender ではメ ッセージの有効期限が 5 分に設定されて
いるため、 送信する前にメ ッセージが期限切れになるこ とがあ り ます。 

メ ッセージに接頭辞 :pX を付ける こ とによって優先順位を設定するこ と もできます。
こ こで、 X は 0 ～ 9 で、 9 が最高の優先順位を表します。 優先順位が高いメ ッセージ
は、 優先順位が低いメ ッセージよ り先に送信されます。 

:p9 メ ッセージのテキス ト

試しに優先順位の異なるい くつかのメ ッセージを送信し、 連続して受信してみて くだ
さい。 優先順位が高い順にメ ッセージを受信するはずです。

mode=auto にして Sender を起動する と、 一連のメ ッセージが自動的に生成されて送
信されます。

bash$ make sender host=localhost queue=cat mode=auto name=fluff

こ こで新しいシェルを開き、 次のコマンドを入力して Receiver を起動します。

bash$ make receiver host=localhost queue=cat mode=manual

次のよ う な出力が表示されます。

Press <ENTER> to receive message or enter 'quit' to exit

Enter キーを押してメ ッセージを取得します。

Received:[delivery:non-persistent, priority:-1, from:fluff]
Content:<your text here>
Press <ENTER> to receive message or enter 'quit' to exit
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Receiver に対してコマンド  ラ インに 「:wXXX」 と入力できます。 XXX は、受信側が新
しいメ ッセージを受信するのに待機する秒数を表します。Receiver は、指定された秒
数が経過するか、 またはメ ッセージを受信するまで待機します。

mode=auto にして Receiver を起動する と、 非同期メ ッセージを受信するのでポーリ
ングは不要です。 その場合、 Receiver はキューの listener と して登録されていなけ
ればな り ません。 Receiver を リ スナと して登録した時点でキューにすでに入っている
メ ッセージがあったと しても、 それらのメ ッセージは Receiver に送信されません。
メ ッセージが生成されたと きに Receiver が listener と して登録されていなかった
ためです。

サンプルサンプルサンプルサンプル 6b ：パブリ ッシュ、 サブスクライブ：パブリ ッシュ、 サブスクライブ：パブリ ッシュ、 サブスクライブ：パブリ ッシュ、 サブスクライブ

サンプル 6b では、 パブリ ッシュ /サブスク ライブ ( ト ピッ クベース ) のメ ッセージ サ
ポート を使用します。 ト ピッ クを使用する と、登録されているすべての Subscribers
(サブスク ライバ ) は、 期限切れでないメ ッセージを受信します。 サンプル 6a で説明
した接頭辞と同じ接頭辞を使用して、メ ッセージの優先順位や持続性を指定できます。

/sample6b/client/Publisher.java ファ イルの run メ ソ ッ ドを調べて、 サンプルが
ト ピッ クにメ ッセージを発行したと きの publish メ ソ ッ ドの使用方法を理解します。 
/sample6b/client/Subscriber.java ファ イルの onMessage メ ソ ッ ド を調べて、 サ
ンプルが受信メ ッセージを表示する方法を理解します。

サンプルを実行するには、次のコマンドを入力してサーバーを起動して ください。「No

bean found in jar(s)」 という メ ッセージは無視します。

bash$ make jars 
bash$ make deploy
bash$ make standalone

Publisher (パブリ ッシャ) がメ ッセージの送信を始める前にリ スナと して登録できる
よ うに、 こ こでい くつかの Subscribers を起動する必要があ り ます。登録された リ ス
ナは、 ト ピッ クに対して新しいメ ッセージだけを受信します。 ト ピッ クにすでに含ま
れている メ ッセージは、 新し く登録された リ スナには送信されません。

新しいシェルを開き、 複数の Subscribers に対して次のコマンドを入力します。

bash$ make subscriber host=localhost topic=dog mode=auto

次に新しいシェルを開き、 次のコマンドを入力して Publisher を開始します。

bash$ make publisher host=localhost topic=dog name=spot

メ ッセージを送信する と、 Subscribers によって自動的にメ ッセージが受信されま
す。 オートモードの場合、 Subscribers はサブスク ライバがアクティブなと きに発行
されたメ ッセージだけを受信します。

Subscriber をマニュアル モードで起動した場合は、 メ ッセージ バッファに現在入っ
ている任意のメ ッセージを取得できます。 バッファ  サイズを指定するには、
jms.messageCapacity プロパティを設定します。
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ト ピッ クを階層型にすること ができます。その様子が /sample6b/ejbeans/TopicBean.
java ファ イルに示されています。 ejbFindSuperTopics メ ソ ッ ドは、同じ接頭辞を持
つほかの ト ピ ッ クを検索します。 たとえば、 dog とい う ト ピ ッ ク と  dog.lab とい う ト
ピッ クがある場合、dog は上位 ト ピッ ク、dog.lab はサブ ト ピッ クにな り ます。そのた
め、 dog のサブスク ライバは dog.lab メ ッセージを受信しますが、 dog.lab のサブスク
ラ イバは dog.lab メ ッセージだけを受信します。 ただし、 dog.lab のサブスク ラ イバ
は、 dog.lab.black のメ ッセージを受信します。 TopicBean.java は、 実際の環境の ト
ピッ ク規則に合わせて簡単にカスタマイズできます。

サンプルサンプルサンプルサンプル 6c ：：：： EJB 統合統合統合統合
サンプル 6c では、 JRun の JMS の実装と  EJB がどのよ うに関係し、 またやり取りする
のかを示します。 ク ライアン トはメ ッセージのチェーンが開始する最初のメ ッセージ
を生成します。このチェーンはサーバー上の Bean によって消費されます。最後のメ ッ
セージは元のク ライアン トによって消費されます。

この仕組みを見るには、 まず /sample6c/Client.java ファ イルを調べます。 コンス
ト ラ ク タでは、 接続とセッシ ョ ンが確立する と、 ク ラ イアン トは "1" から  "100" の名
前が付いた 100 個のキューを作成します。 さ らに ListenerBean エンティテ ィ  Bean
のインスタンスを  100 個作成します。 最後に、 ク ライアン トは "100" という名前が付
けられたキューのリ スナと して自らを登録します。 

Client.run メ ソ ッ ドでは、 メ ッセージがキュー "0" に送信されます。 このメ ソ ッ ド
は、 onMessage メ ソ ッ ドが実行されるまで待機します。 Client は MessageListener
インターフェイスを実装し、またそのために onMessage メ ソ ッ ド も実装しなければな
らない点に注意して ください。 メ ッセージをキュー "100" に転送する と き、 onMessage
メ ソ ッ ドが呼び出されます。 
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チェーンがどのよう に実装されるかについては、Listener を調べます。まず /sample6c
/ejbeans/Listener.properties フ ァ イルを開きます。 ejipt.maxContexts プロパ
ティが 10 に設定されているこ とに注意して ください。 これは、アクティブな Bean イ
ンスタンスの数が 10 を超えないこ とを意味します。 このため、 サンプルの実行時に、
インスタンスが必要に応じて有効または無効な状態になり ます。 持続性を設定するた
めに instance.store を使用します。

次に、 ListenerBean.java を確認します。 setEntityContext メ ソ ッ ド を使用して、
現在の Listener オブジェ ク ト が最初の Listener インス タンスであるかど う かを
チェ ッ ク します。最初のインスタンスであれば、Listener のすべてのインスタンスで
同じ接続を使用できるよう に、 メ ソッ ドは JNDI コンテキスト の接続をバインド します。 

Listener オブジェク ト  (Listener.java) によって MessageListener が拡張されるの
で、 ListenerBean.java で onMessage メ ソ ッ ドを実装を提供する必要があ り ます。こ
のメ ソ ッ ドはメ ッセージを次のキューに転送するためのものです。 

サンプルを実行します。 次のコマンドを入力してサーバーを起動します。

bash$ make jars 
bash$ make deploy
bash$ make standalone

次のコマンドを入力してク ライアン ト を起動します。

bash$ make go host=localhost

次のよ う な出力がサーバーに表示されます。

>[object:0] forwarding message...
>[object:1] forwarding message...
>[object:2] forwarding message...
        .

.

.
>[object:99] forwarding message...
>

次の出力がク ライアン トに表示されます。

Received: 100

チェーンが完了する と、Client.run メ ソ ッ ドは instance.store から  Listener イン
スタンスを削除し、 Receiver、 Sender、 Session、 および Connection を閉じます。 
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概要概要概要概要

サンプル 7 は、 共同で機能するエンティティ  Bean、 ステート フル セッシ ョ ン  Bean、
およびステート レス  セッシ ョ ン  Bean について説明します。 またこのサンプルでは、
デッ ド ロ ッ ク例外の対処方法や自動呼び出し機能についても紹介しています。

サンプル 7 ではコマンド  ラ イン入力を使用してク ライアン ト  プロセスを起動します。
このクライアン ト  プロセスでは、 情報をプロパティおよびコマンド  ライン引数によ り
実行時に設定し、 コンソール ウ ィ ン ド ウに出力を書き込み、 リ レーシ ョナル データ
ベースにデータを保持します。 このアプリケーシ ョ ンは、 実際の分散アプリケーシ ョ
ンのフレームワーク と して簡単に使用できます。

ビジネス  ロジッ クの機能は実に簡単明瞭です。銀行は特定の顧客に融資します。 この
顧客は、 あらかじめ決められた期間内にローンを返済しなければなり ません。 期間内
にローンが返済されない場合は、 ローン返済不履行となり ます。 

銀行は、 顧客のローンに利息を付けるこ とで収益を得ます。 銀行には、 慎重な銀行か
ら リ スクを恐れない銀行まで、 さまざまなタイプがあ り ます。 顧客は銀行に基本資本

(相続財産) を預けており、 時間が経つと、 この資本に収益と しての利息が付きます。
収益は現在の現財産の一部です。 顧客は一時的に資金を増やすため、 銀行から資金を
追加融資しても ら う こ とはできますが、 いかなる場合でもローンの未払いは一度しか
許されません。 顧客のタイプも、 資金をほとんど借り ない慎重な顧客から、 リ スクを
恐れず大金を借り る顧客までさまざまです。 顧客には信用の格付けもあ り ます。 最初
は中立的な格付けから始ま り、 ローンの返済または不履行のいずれかに応じて調整が
行われます。

Web エンティティ  Bean は世界共通の情報源です。 Web では、 現在の利率や収益率だ
けでな く、 銀行の一覧も参照できます。 顧客は Web を使用して銀行を探します。 銀行
は Web を使用して現在の利率を決定します。 利率と収益率は公開記述子に設定され

ています。 

CustomerSession は、 ステート フル セッシ ョ ン  Bean で、 Customer (顧客) エンティ
ティ  Bean ご とにセッシ ョ ンを管理し、 指定された期間ご とに顧客の資産を更新しま
す。Loan (ローン ) は、各ローンの発生期間を表すステート フル セッシ ョ ン Bean です。
Loan インスタンスが返済された り、 不履行になる と、 有効期限が切れ、 削除されま
す。Calculator (計算機 ) は、特定の Loan に対する分割払い額を計算するのに使用す
るステート レス  セッシ ョ ンです。
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次の表は、 このサンプルで使用されている  Bean の一覧です。

プロセスプロセスプロセスプロセス

サーバーを起動する と、 deploy.properties ファ イルで定義されている  Bank (銀行 )
の数およびタイプが作成されます。 またサーバーは、 現在の利率と収益率によ り  Web
を初期化します。 

ク ライアン ト を起動する と、 ホス ト名およびポート を指定する引数、 そしてそれぞれ
の基本資金と と もに Customer 数が渡されます。 Customer はランダムに Loan を求め
始め、 Web は Loan を提供できる  Bank をランダムに選択します。

次に Customer が Bank に Loan を要求する と、 Bank はその Customer に対して融資す
るかど うかを決定します。 決定基準は、 Bank の資金の有効性と  Customer の信用格付
けに基づいています。Bank が Loan を行う と、Customer は Calculator を使用して分割
払い額を決定するための計算を行います。

Loan の申し込みが認められると 、Customer は Loan の返済を開始する必要があり ます。

Bean タイプタイプタイプタイプ

Bank エンテ ィテ ィ

Customer エンテ ィテ ィ

Web エンテ ィテ ィ

Loan ステート フル セッシ ョ ン

CustomerSession ステート フル セッシ ョ ン

Calculator ステート レス セッシ ョ ン
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Customer は Loan に対して支払いを行います。Loan は支払額を  Bank に渡し、Bank の
利用可能な資金に追加します。 Loan ご とに Customer は 10 回払いで返済するよ うに
スケジュールされています。Loan が不履行になる と、Customer の信用格付けは、Loan
が削除される前に Loan によって調整されます。

デッ ドロックデッ ドロックデッ ドロックデッ ドロック

サンプル 7 では、 デッ ド ロ ッ クを起こ しやすい状況と、 EJB エンジンがデッ ド ロ ッ ク
を検出し、解除する方法について説明しています。 Loan は、 ある固定期間の間だけ存
在します。 Customer が期間内に Loan を支払わない場合は、 Customer がまだ分割で
支払いを行っている場合でも  Loan は不履行になり ます。 Loan が期限までにすべて返

済されない場合、 Loan は Loan.ejbRemove において Customer の信用格付けを格下げ
します。 しかし、 Customer によって Loan の支払いが行われる と同時に Loan による
信用格付けの格下げが実行される と、 デッ ド ロ ッ ク状況が発生します。 

サンプルでは、 デッ ド ロ ッ クを管理する場所が 2 か所あ り ます。

• DeadlockExceptions は LoanBean.payInstallment メ ソ ッ ドの throws 節で
チェ ッ ク済みの例外と して宣言されます。 これによって、 EJB エンジンはデッ ド
ロ ッ ク例外を変更しないで処理を行います。 これらの宣言を使用しない場合、 例
外は java.rmi.RemoteExceptions にラ ップされます。 

• DeadlockExceptions は、 CustomerBean.payInstallment メ ソ ッ ドで調べられ、
無視されます。 結果と して、 Customer の信用格付けを更新するための呼び出しが
最終的に実行され、 Loan を不履行にして削除できます。 次回 Customer が Loan

を支払 う と きに、NoSuchObjectException が検出されます。こ こで、Customer は、
Loan の期限が切れているこ とを知ら され、 支払いが停止されます。
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サンプルサンプルサンプルサンプル 7b ：：：： BMP を使用した複雑な処理を使用した複雑な処理を使用した複雑な処理を使用した複雑な処理

サンプル 7b では、サンプル データベース と  Bean 管理パーシスタンスを併用します。

次の表は、 サンプル 7b で使用されるスキーマの定義です。

/sample7b/ejbeans ディ レク ト リにある  BankBean.java ファ イルを確認します。 多
くのメ ソ ッ ドに SQL 関連の参照があ り ます。

サンプルを開始します。 次のコマン ド を入力します。 JRun のルー ト  ディ レ ク ト リ は、

JRun インス トール ディ レク ト リに置き換えて ください。

bash$ export JRUN_HOME=JRun のルート  ディ レク ト リ
bash$ cd JRun のルート  ディ レク ト リ /samples/sample7b

既定の PointBase ド ラ イバ以外の JDBC ド ラ イバを使用している場合は、 次のコマン
ドを入力します。 ド ライバの正しいパスを入力して ください。

bash$ export JDBC_DRIVERS=/path/ ド ライバ名

次のコマンドを入力します。 

bash$ make jars 
bash$ make deploy
bash$ make standalone

別のコマンド  プロンプ ト  ウ ィンド ウで、 ク ラ イアン ト を起動します。

bash$ make simulate host=ホス ト名 first=0 last=10 inheritance=1000

テーブルテーブルテーブルテーブル フ ィールドフ ィールドフ ィールドフ ィールド JDBC の種類の種類の種類の種類 規則規則規則規則

account id INTEGER NOT NULL

value INTEGER NOT NULL

bank name VARCHAR (16) NOT NULL

type INTEGER NOT NULL

funds FLOAT NOT NULL

loans FLOAT NOT NULL

customer name VARCHAR (16) NOT NULL

password VARCHAR (16) NOT NULL

type INTEGER NOT NULL

rating INTEGER NOT NULL DEFAULT 0

worth FLOAT NOT NULL

handle VARBINARY (128) NULL DEFAULT NULL

installment FLOAT NOT NULL
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このコマンドを実行する と、 サーバーによって 0 から  10 までの ID を持った 11 の同
時実行 Customer が作成されます。サーバー ポート を 2323 以外 (2324 など ) に変更し
た場合は、 次のコマンドを入力します。

bash$ make simulate host=ホス ト名:2324 first=0 last=10 inheritance=1000

も う一度シ ミ ュレーシ ョ ンを実行します。 別の Customer を入力するか、 または 
inheritance の値を変更します。

サンプルを  100 の Customer で実行する と、 1000 のローンと約 10,000 の支払いが発
生する こ とにな り ますが、 正確な数は Loan.properties 内のローン期間に対する
ejb.sessionTimeout 設定によって異なり ます。1000 の Customer でサンプルを実行し
ます。 

別のコマンド  ウ ィンド ウを開き、次のコマンドを入力して追加ク ライアン ト を実行し
ます。 JRun のルート  ディ レク ト リは、 実際の JRun インス トール ディ レク ト リ に置
き換えて ください。

bash$ export JRUN_HOME=JRun のルート  ディ レク ト リ
bash$ cd JRun のルート  ディ レク ト リ /samples/sample7b
bash$ make simulate host=localhost first=200 last=210 
inheritance=1000
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サンプル 7c はサンプル 7 で使用されているアプリ ケーシ ョ ンを利用し、リ レーシ ョナ
ル データベースにコンテナ管理パーシスタンスを追加します。

サンプル 7c は、 サンプル 7b と同じデータベース  スキーマを使用します。 

META-INF/ejb-jar.xml ファ イルを開いて BankBean の CMP 設定を調べます。
cmp-field 要素によって、 コンテナが管理するフ ィールドを指定します。
CustomerBean にも  CMP の指定が含まれています。

ejb-jar.xml ファ イルの ejipt.*SQL* env-entries によって、 Bean のデータの保存
方法と検索方法を定義します。 このサンプルには、load、store、findByPrimaryKey、

および findAllBanks のプロパティがあ り ます。 これらのプロパティは、Bean インス
タンスの状態を適切に管理する、 対応した EJB メ ソ ッ ドによって使用されます。 

/sample7c/ejbeans ディ レク ト リにある  BankBean.java ファ イルを確認します。 対
応するサンプル 7b の BankBean.java ほどコードは多くあ り ません。 特に、 ejbLoad

メ ソ ッ ド と  ejbStore メ ソ ッ ドのコードは少な くなっています。

サンプルを開始するには、次のコマンド を入力します。 JRun のルート  ディ レク ト リおよび

ホスト名の部分は環境に合わせて置き換えて ください。

bash$ export JRUN_HOME=JRun のルート  ディ レク ト リ
bash$ cd JRun のルート  ディ レク ト リ /samples/sample7c

JRun に同梱されている  PointBase ド ラ イバ以外の JDBC ド ラ イバを使用している場
合は、 次のコマンドを入力します。 ド ライバへの正しいパスを入力して ください。

bash$ export JDBC_DRIVERS=/path/ ド ライバ名

次のコマンドを入力します。

bash$ make jars 
bash$ make deploy
bash$ make standalone

別のプロンプ ト  ウ ィンド ウでク ラ イアン ト を起動します。

bash$ make simulate host=ホス ト名 first=0 last=10 inheritance=1000
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プリペアドプリペアドプリペアドプリペアド  ステート メン トステート メン トステート メン トステート メン ト

サンプル 7c はプ リペア ド  ステー ト メ ン ト を使用してデータベースにアクセス しま
す。MS SQL Server など標準的な JDBC/ODBC ド ライバを使用する一部のデータベー
スでは、 invalid ResultSet エラーが発生します。 このエラーが発生しないよ うにす
るには、 次のステート メン ト を  deploy.properties ファ イルに追加します。

ejipt.disableStmtPool=true
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本書のこの章以降のサンプルでは bash シェルを使用しています。Windows ユーザは、
make コマンドを makew コマンドに置き換えて使用して ください。 標準 DOS ウ ィンド
ウを実行する  Windows ユーザは、 export の代わりに 「set」 と入力し、 フォワード
スラ ッシュの代わりに円記号を使用して ください。
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概要概要概要概要

サーブレッ トは、 ク ライアン トがファ イアウォールの外側にいるク ライアン ト と通信
するための効率的な方法です。 このサンプルではサーブレッ トから  Bean にアクセス
する方法を示します。

サンプルサンプルサンプルサンプル 9a : サーブレッ トの呼び出しとサーブレッ トの呼び出しとサーブレッ トの呼び出しとサーブレッ トの呼び出しと  EJB
開始する前に、 sample9a/webapp/WEB-INF/classes ディ レク ト リにある  .java ファ
イルを確認して、 EJB と通信するためにサーブレッ トに追加するコードについて理解
して ください。

この例を実行するには、 次の make (または makew) オプシ ョ ンを使用します。

• make jars  EJB ファ イルをコンパイルし、 JAR ファ イルを生成します。

• make deploy  EJB を公開します。

• make war  サーブレッ ト をコンパイルし、 WAR ファ イルを作成します。

• make wardeploy  WAR ファ イルを公開します。

• make startup  default JRun サーバーを起動します。

サンプル 9a を実行するには、 コマンド  プロンプ ト  ウ ィンド ウを開いて次のコマンド
を入力し、 環境に合わせて JRun のルート  ディ レク ト リ を置き換えます。

bash$ export JRUN_HOME=JRun のルート  ディ レク ト リ
bash$ cd JRun のルート ディ レク ト リ /samples/sample9a

次のコマンドを入力します。

bash$ make jars 
bash$ make deploy
bash$ make war
bash$ make wardeploy
bash$ make startup

Web ブラウザを開き、ブラウザがク ッキーを受け入れるよ うに設定されているこ とを
確認します。 こ こで、 http://ホス ト名:ポート番号/sample9a を指定します。 ほか
のサンプルで表示される  Java アプ リ ケーシ ョ ンに似たログイン画面が表示されるは
ずです。 chief/pass、 saver1/pass、 または spender1/pass を使用してログインし、 ト
ランザクシ ョ ンを開始します。 このサンプルは、 出力を default-event.log ファ イ
ルに書き込みます。

サーブレッ トはク ライアン ト ご とにク ッキーを  1 つ作成するため、 同じマシン上でも
う  1 つブラウザを起動した場合は同じ  ID が付けられます。 

サーバーを停止するには、 CTRL + C を押します。
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サンプル 9b の Web アプリケーシ ョ ンはフォームベースの認証を使用します。これは、
JRun ではアプ リ ケーシ ョ ンに用意されているログイン  ページを使用して自動的に
ユーザが認証されるこ とを意味します (この場合は login.jsp)。 JRun 3.1 のシングル
サインオン機能を使用する と、 フォームベースの認証を介してアクセスしたログイン
情報を  EJB エンジンでも使用できます。 サンプル 9b では LoginServlet は不要です。

シングル サインオンの詳細については、『JRun Version 3.1 機能および移行ガイ ド』 を
参照して ください。

開始する前に、 WEB-INF ディ レク ト リにある  web.xml ファ イルを確認します。 また、
sample9b/webapp/WEB-INF/classes ディ レク ト リ にある BalanceServlet.java ファ
イルも確認します。 これらのファ イルをサンプル 9a と比較し、 シングル サインオン
機能を使用する と きのコーディングの違いを理解して ください。 

この例を実行するには、 次の make (または makew) オプシ ョ ンを使用します。

• make jars  EJB ファ イルをコンパイルし、 JAR ファ イルを作成します。

• make deploy  EJB を公開します。

• make war  サーブレッ ト をコンパイルし、 WAR ファ イルを作成します。

• make wardeploy  WAR ファ イルを公開します。

• make startup  default JRun サーバーを起動します。

サンプル 9b を実行するには、 コマンド  プロンプ ト を開いて次のコマンドを入力し、
環境に合わせて JRun_rootdir を置き換えます。

bash$ export JRUN_HOME=JRun のルート  ディ レク ト リ
bash$ cd JRun のルート ディ レク ト リ /samples/sample9b

まだユーザを追加していない場合は、 次のコマン ド を発行して users.properties
ファ イルに EJB ユーザを追加します。

bash$ make users

次のコマンドを入力します。

bash$ make jars 
bash$ make deploy
bash$ make war
bash$ make wardeploy
bash$ make startup

お気に入り のブラウザを開き、 ブラウザがクッキーを受け入れるよう に設定されている
こ と を確認してく ださい。 ここで、 http://ホス ト名:ポート番号/sample9b を指定し
ます。 ほかのサンプルで表示される  Java アプリケーシ ョ ンに似たログイン画面が表示
されるはずです。 chief/pass、 saver1/pass、 または spender1/pass を使用してログイ
ンし、 ト ランザクシ ョ ンを開始します。 このサンプルは、出力を default-event.log
ファ イルに書き込みます。



92 第 13 章 サーブレッ トでの EJB の使用
サーブレッ トはク ライアン ト ご とにク ッキーを  1 つ作成します。 そのため、 同じマシ
ン上でも う  1 つブラウザを起動する と同じ  ID が付けられます。 

サーバーを停止するには、 CTRL + C を押します。

「makew clean-users」 と入力する こ とによ りオプシ ョ ンで users.properties ファ
イルから  EJB ユーザを削除できます。
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本書のこの章以降のサンプルでは bash シェルを使用しています。Windows ユーザは、
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ウを実行する  Windows ユーザは、 export の代わりに 「set」 と入力し、 フォワード
スラ ッシュの代わりに円記号を使用して ください。
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サンプルサンプルサンプルサンプル 10a ：：：： JDK1.1 クライアン トの使用クライアン トの使用クライアン トの使用クライアン トの使用

サンプル 10a は、 JDK 1.1 と  Java 2 ク ラ イアン トによる  EJB エンジンの使用を並行し
て示します。 JDK 1.1 は複数 URL からの RMI クラスのロードをサポート していないた
め、 JDK 1.1 ク ラ イアン ト を使用する場合は、 通常のステップ以外にい くつかの特別
なステップがあ り ます。

まず、 サンプル 10a 用の deploy.properties を見つけ、 ホス ト名にサーバー名を設
定します。 ejipt.isCompatible=true プロパティに注意して ください。 このプロパ
ティは、 JDK 1.1 ク ライアン ト用の RMI スケルト ンを生成する  EJB エンジンを設定し
ます。

コマンド  プロンプ ト を開いてシェルを開始します。JRUN_HOME 環境変数を設定してか
ら、 /sample10a サブディ レク ト リに移動して次のコマンドを入力します。

bash$ make jars 
bash$ make deploy
bash$ make standalone

こ こでク ライアン ト  マシンに接続し、 /sample10a とい う名前のディ レク ト リ を作成
します。 次のファイルをサーバーから ク ライアン ト上の /sample10a ディ レク ト リに
コピーします。

•  JRun のルート  ディ レク ト リ /samples/sample10a/sample10a_client.jar

• JRun のルート  ディ レク ト リ /servers/default/runtime/ejipt_exports.jar  
スタブを含みます。

• JRun のルート  ディ レク ト リ /lib/ejipt_client.jar JRun 標準拡張

• JRun のルート  ディ レク ト リ /lib/ext/ejb.jar Java 標準拡張

• JRun のルート  ディ レク ト リ /lib/ext/jta.jar Java 標準拡張

• JRun のルート  ディ レク ト リ /lib/ext/jndi.jar Java 標準拡張

ク ライアン トでコマンド  プロンプ ト を開き、 作成したばかりの /sample10a ディ レク
ト リに移動します。 ク ラスパスを次のよ うに設定して ください。

> set CLASSPATH=sample10a_client.jar;ejipt_exports.jar;
ejipt_client.jar; ejb.jar;jta.jar;jndi.jar;C:\jdk\lib\classes.zip

次のコマンドを使用してク ライアン ト  アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。 host は、 必
ず deploy.properties で指定した名前に設定して ください。

> java Client1_1 host chief pass

saver1 または spender1 ユーザ ID でクライアン ト を実行する と、追加の認証処理が示
されます。 ク ライアン トはサーバーに接続し、100 を保存するために save メ ソ ッ ドを
呼び出し  (繰り返し回数 10)、100 を使用するために save メ ソ ッ ドを呼び出します (繰
り返し回数 10)。 make run を使用して Java 2 ベース  ク ライアント 用のアプリ ケーショ
ンを起動するこ と もできます。
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Make ファイルの使用ファイルの使用ファイルの使用ファイルの使用

この章では、 サンプルと と もに提供されている  Make ファ イルについて詳し く説明し
ます。 例と してサンプル 2a を使用します。

必要に応じて、 make ファ イルを使用しないで、 コマンド  プロンプ ト  ウ ィンド ウにコ
マンドを直接入力する こ と もできます。 コマンドを確認するには、 『JRun によるアプ
リ ケーシ ョ ンの開発』 の 「Bean の公開」 セクシ ョ ンを参照して ください。

Make およびおよびおよびおよび makew
JRun には UNIX および Windows 用に個別の make ファ イルがあ り ます。 UNIX 用の
make フ ァ イルは make と呼ばれ、 GNU make ユーテ ィ リ テ ィ を使用します。 一方、
Windows 用 make ファ イルの名前は makew で、 ファ イル形式は BAT です。 

メモメモメモメモ

本書で make コマンドを使用する場合、Windows ユーザはそれを  makew に置き換える
必要があ り ます。

make ファ イルについて

このセクシ ョ ンでは、UNIX でサンプルを実行する際に使用する  make ファ イルの内容
を説明します。 Windows での (makew の代わりの ) make ファ イルの実行については、
104ページの 「Cygnus ユーザへの注意事項」 を参照して ください。

Bean のホームおよびリ モート のインターフェイス名、 およびその実装は、 JRun のルート

ディ レク ト リ /samples/sample2a/ejbeans/Makefile に示されている方法で指定する
必要があ り ます。すべての Bean ファ イルを、次の形式でインクルード して ください。

sources = $(addprefix ejbeans/, \
RemoteName.java\
BeanName.java\
HomeName.java\
)

ク ライアン ト関連 Java ファ イルを指定します。たとえば、JRun のルート  ディ レク ト リ /

samples/sample2a/client には、 ク ラ イアン ト関連ファ イルの名前がすべて記述さ
れています。 次の形式でク ライアン ト  ファ イルを追加します。

sources = $(addprefix client/, \
ClientUI.java\
MainPanel.java\
)

JRun のルート  ディ レク ト リ /samples/sample2a/Makefile ファイルに説明されているよ
う に、 Bean のホームおよびリモート  インターフェイス  ク ラスも指定する必要があ り
ます。 次の形式で、 Bean のホームおよびリモート  インターフェイスをインクルード
して ください。
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ejb_clients = \
ejbeans/RemoteName.class\
ejbeans/HomeName.class

makew ファイルについてファイルについてファイルについてファイルについて

このセクシ ョ ンでは、 Windows で EJB サンプルを実行する際に使用する  makew ファ
イルの内容を説明します。

JRun のルー ト  ディ レ ク ト リ /samples/sample2a/ejbeans/makew.bat ファ イルに説明
されているよ うに、 Bean のホームおよびリモート  インターフェイス名、およびその実
装を指定する必要があります。すべての Bean ファ イルを次の形式でインクルード して
ください。

@set sources=ejbeans\Balance.java ejbeans\BalanceBean.java 
ejbeans\BalanceHome.java

JRun のルート  ディ レク ト リ /samples/sample2a/client/makew.bat に示されている と
おりに、ク ライアン ト関連 Java ファ イルを指定します。次の形式でクライアン ト  ファ
イルを追加します。

@set sources=client\ClientUI.java client\EjbClient.java
client\LoginEvent.java client\LoginPanel.java
client\MainPanel.java client\Request.java

JRun のルー ト  ディ レ ク ト リ /samples/sample2a/make1.bat に示されている方法で、
Bean のホームおよびリ モート  インターフェイス  ク ラスも指定する必要があり ます。 次
の形式で、 Bean のホームおよびリ モート  インターフェイスをインクルード してく ださ
い。この例では、Balance.class がリ モート  インターフェイスで、BalanceHome.class
がホーム  インターフェイスです。

@set ejb_clients=ejbeans\Balance.class ejbeans\BalanceHome.class

Make Jars の使用の使用の使用の使用

make フ ァ イルを使用するには、 コマン ド  プロンプ ト を開き、 シェル (bash または
DOS) を起動します。 JRUN_HOME を JRun のインス トール ディ レク ト リ に設定してか
ら、 作業ディ レク ト リに移動して次のよ うに make jars を実行します。

bash$ export JRUN_HOME=JRun のルート  ディ レク ト リ
bash$ cd JRun のルート ディ レク ト リ /プロジェク トパス
bash$ make jars 

Windows の場合、 DOS シェルを起動して次のよ うに makew jars を実行します。

set JRUN_HOME=JRun のルート  ディ レク ト リ
cd JRun のルート  ディ レク ト リ /プロジェク トパス
makew jars
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Make Deploy の使用の使用の使用の使用

Deploy ツールによってホームおよびリモート実装が生成されます。 このツールは JDK
コンパイ ラを使用しますが、 deploy.properties フ ァ イルの ejipt.javac プロパ
ティを設定すれば変更できます。 

Bean の JAR ファ イルを作成する と、 make deploy を使用して Bean を公開できます。
この場合、 すべての Bean の実装は再生成されます。

bash$ make deploy

次のよ う な出力が表示されます。

Generating BalanceHomeObject...
Generating BalanceObject...
Compiling files...
Generating BalanceHomeObject_Stub...
Generating BalanceObject_Stub...
Compiling files...

Make Redeploy の使用の使用の使用の使用

make redeploy コマンドは、 -redeploy オプシ ョ ンを指定して Deploy ツールを呼び
出します。- redeploy オプシ ョ ンを指定する と、 新しい Bean についてのみ、 または
Deploy ツールを前回実行した以後に更新された Bean についてのみ実装生成する と
いう指示が、 Deploy ツールに対して出されます。

bash$ make redeploy

Make Standalone の使用の使用の使用の使用

make standalone コマンドは、 /deploy ディ レク ト リの JAR ファ イルを使用して EJB
エンジンをスタンドアロン  モードで起動します。/deploy ディ レク ト リ内の JAR およ
びプロパティ  ファ イルは、 /runtime ディ レク ト リにコピーされます。

bash$ make standalone

EJB エンジンは、 起動が完了する と、 要求を処理する準備が整います。 その後は、 ク
ライアン ト を起動して、 サーバーに接続できます。

メモメモメモメモ

make standalone コマンドは、 default JRun サーバーのディ レク ト リおよびポート設
定を使用して EJB エンジンを起動します。 ユーザが make standalone を出している
間、 default JRun サーバーは実行できません。 
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EJB エンジンをスタンドアロン  モードで実行する と、 Bean の処理をコンソール ウ ィ
ンド ウに表示できます。 make standalone に代わる方法と しては、 make deploy を実
行した後で default JRun サーバーを再起動し、 ク ラ イアン ト処理のために make コマ
ンドを出し、ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンを実行してから  default JRun サーバーの
ログ ファ イル (JRun のルート  ディ レク ト リ /logs/default-event.log) でその結果を
調べます。

Make Run の使用の使用の使用の使用

make run コマンドは EJB サンプルのク ライアン ト部分を起動します。 このコマンド
を使用してク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンを起動します。

bash$ make run

Make Users の使用の使用の使用の使用

make users コマンドは EJB サンプル ユーザを、 サンプル 9b と併用する
users.properties ファ イルに追加します。 または、 makew clean-users コマンドを
使用して users.properties から  EJB サンプル ユーザを削除するこ と もできます。こ
のコマンドを使用してサンプル ユーザを追加します。

bash$ make users

このコマン ドを使用して users.properties ファ イルから  EJB サンプル ユーザを削
除します。

bash$ make clean-users

Make Classes の使用の使用の使用の使用

make classes コマンド は、 変更された  Bean の実装を  /runtime/classes ディ レク
ト リ にコンパイルします。 このコマンド を実行した後に、 load コマンド を使用して、
/runtime/classes ディ レク ト リ から  Bean を再ロードする必要があ り ます。 このコ
マンドを使用して動的な Bean をロード します。

bash$ make classes
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Make Start の使用の使用の使用の使用

make start コマンドは、 /deploy ディ レク ト リの JAR ファ イルを使用して EJB エン
ジンをフェイルセーフ  モードで起動します。/deploy ディ レク ト リ内の JAR およびプ
ロパティ  ファ イルは、 /runtime ディ レク ト リにコピーされます。

bash$ make start

サーバーが起動すれば、 要求を処理する準備が整います。 その後は、 ク ライアン ト を
起動して、 サーバーに接続できます。

Make Restart の使用の使用の使用の使用

make restart コマンドは、/runtime ディレク ト リに以前にコピーされた JAR ファ イ
ルを使用して EJB エンジンをフェイルセーフ  モードで起動します。

bash$ make restart

サーバーが起動すれば、 要求を処理する準備が整います。 その後は、 ク ライアン ト を
起動して、 サーバーに接続できます。
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適切な適切な適切な適切な Make ファイルの選択ファイルの選択ファイルの選択ファイルの選択

最も一般的な make コマンドをどのよ う な状況で使用するかについては、 次のガイ ド
ラインを参照して ください。

Makefile 使用時期使用時期使用時期使用時期

make jars
makew jars

Bean の実装またはインターフ ェ イスが変更されたときに使用
します。 Bean のプロパテ ィが変更された場合や、 default.

properties フ ァイルが変更された場合も使用します。
make deploy
makew deploy

すべての Bean のオブジェ ク ト実装を生成するときに使用しま
す。 既定値では、 Deploy ツールはすべての Bean の実装を生成
します。

make run 
makew run

EJB サンプルのクライアント 側アプリケーショ ンを起動します。

make users 
makew users

users.properties フ ァ イルに EJB サンプル ユーザを追加し
ます。

make clean-users 
makew clean-users

users.properties フ ァ イルから  EJB サンプル ユーザを削除
します。

make redeploy 
makew redeploy

このコマン ドにより、 Deploy ツールが新しい Bean または更新
された Bean についてのみオブジェク ト実装を生成します。

make standalone 
makew standalone

/deploy ディ レク ト リ内の JAR フ ァイルを使用して EJB エン
ジンをスタンドアロン モードで起動するときに使用します。 こ
のコマン ドは、 Deploy ツールが以前に処理した Bean の JAR
フ ァイルを、生成された runtime.properties フ ァイルと とも
に、 /deploy デ ィ レク ト リから  /runtime デ ィ レク ト リにコ
ピーします。また、オブジェク ト実装 (ejipt_objects.jar) と
スタブ (ejipt_exports.jar) JAR もコピーします。

make start
makew start

/deploy ディ レク ト リ内の JAR フ ァイルを使用して EJB エン
ジンをフ ェイルセーフ  モードで起動するときに使用します。 こ
のコマン ドは、 Deploy ツールが以前に処理した Bean の JAR
フ ァ イルを、 生成された runtime.properties フ ァイルと と もに、
/deploy ディ レク ト リから  /runtime ディ レク ト リにコピーし
ます。また、オブジェ ク ト実装 (ejipt_objects.jar) とスタブ
(ejipt_exports.jar) JAR もコピーします。make start コマ
ン ドを実行する前に RMID を起動してお く必要があります。

make restart 
makew restart

runtime ディ レク ト リに以前コピーされた JAR および runtime.
properties フ ァイルを使用して EJB エンジンを起動するときに
使用します。 そのため、 EJB エンジンは再起動する前に起動し
てお く必要があります。 make restart コマン ド を実行する前
に RMID を起動してお く必要があります。
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フェイルセーフフェイルセーフフェイルセーフフェイルセーフ  モードの使用モードの使用モードの使用モードの使用

特定の場合を除いて、EJB のサンプルは RMID を使用してスタンドアロン モードでも
フェイルセーフ  モードでも実行できます。サンプルの説明には、スタンドアロン  モー
ドに関する手順が含まれています。 フェイルセーフ  モードで実行する場合は、次の手
順に従って RMID を起動して ください。 このと き、 make standalone を  make start
に置き換えます。 make ファ イルではな く コマンド  ラ インで入力する場合は、 次のコ
マンドを入力します。 

> cd JRun のルート  ディ レク ト リ ; java -Djava.security.policy=jrun.policy 
-classpath

lib/ejipt_tools.jar allaire.ejipt.tools.Server -start

フェイルセーフ  モードで実行しているサーバーを停止するには、 「make stop」 と入
力するか、 または次のコマンドを入力します。

> cd JRun のルート  ディ レク ト リ ; java -Djava.security.policy=jrun.policy 
-classpath

lib/ejipt_tools.jar allaire.ejipt.tools.Server -stop

JRun によってすぐにシャ ッ ト ダウンされ、 同時にク リーン  アップが行われて、 ト ラ
ンザクシ ョ ンが終了します。 サーバーを停止したら、次の手順に従って RMID サービ
スもシャ ッ ト  ダウンして ください。 

RMID の使用の使用の使用の使用

RMID ではサーバーを リモートからアクティブにする こ とができます。 ク ラ イアン ト
がサーバーに接続しよ う とする と、 RMID は必要に応じてサーバーを起動する こ とに
よ り、 サーバーを確実に使用可能にします。 RMID を起動するには、 環境に応じて適
切な手順を使用して ください。

Solaris およびおよびおよびおよび Linux 上での上での上での上での RMID
Solaris または Linux で RMID を起動するには、 次のコマンドを入力します。

% cd /tmp
% rmid

既定では、 RMID ログ ウ ィンド ウに出力メ ッセージが表示されます。

make classes
makew classes

変更された Bean を  /runtime/classes ディ レク ト リにコンパ
イルするときに使用します。

make allclean 
makew allclean

このコマンドは、/ejbeans および /client ディ レク ト リから、
生成されたファイルをすべて削除するときに使用します。

Makefile 使用時期使用時期使用時期使用時期
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Solaris で RMID を停止するには、 次のコマンドを入力します。

% rmid -stop

Windows 上での上での上での上での RMID
Windows で RMID を起動するには、 コマンド  プロンプ ト  ウ ィンド ウを開いて次のコ
マンドを入力します。

> cd \temp 
> start rmid

rmid.exe とい う タイ トルが付いた新しいウ ィンド ウが表示されます。既定では、出力
メ ッセージは新しいウ ィンド ウに表示されます。 RMID が停止するまで、 ウ ィンド ウ
は開いたままになり ます。 

Windows で RMID を停止するには、 次のコマンドを入力します。

> rmid -stop

RMID のト ラブルシューティ ングのト ラブルシューティ ングのト ラブルシューティ ングのト ラブルシューティ ング

RMID は、 ログ ファ イルを生成します。 これは、 サーバーを自動的に再起動するため
に使用されます。サーバーの新しいインスタンスを起動するには、最初にログ ファ イ
ルを削除しておく必要があ り ます。 /log ディ レク ト リは、 RMID を起動した時点でア
クティブなディ レク ト リに作成されています。

RMID を先に起動しないでサーバーをフェイルセーフ  モードで起動しよ う とする と、
サーバーは正常に起動しません。 このよ う な問題が発生した場合、 または 「ロ ッ クを
取得するこ とができませんでした。 動作状態は終了しました」 という メ ッセージによ
る例外を受け取った場合は、 環境を リセッ トする必要があ り ます。 環境を リセッ ト し
て、 サーバーを起動するには、 次の手順を実行します。

1  make stop か、 またはこれと同等のコマンドを発行します。

2  /runtime ディ レク ト リにアクセスし、*.id ファ イルと  *.lock ファ イルを削除し
ます。

3  RMID の前のインスタンスの /log ディレク ト リはすべて削除して ください。

4  start rmid コマンドを発行します。

5 make start か、 またはこれと同等のコマンドを発行します。
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Cygnus ユーザへの注意事項ユーザへの注意事項ユーザへの注意事項ユーザへの注意事項

必要に応じて、 GNU make ユーティ リ テ ィの Windows バージ ョ ンを使用する こ と も
できます。 Cygnus ツールを使用している場合は、 次の環境変数を設定しておく必要
があ り ます。 

MAKE_MODE=UNIX

JRun を Program Files ディレク ト リにインス トールしており、 bash シェルを使用し
ている場合は、 bash シェルで作業する と きに、 エスケープ文字を使用して名前のス
ペースを処理する必要があ り ます。 コマンドは次のとおりです。 

bash$ export JRUN_HOME=”/Program\ Files/Allaire/JRun のルート  ディ レク ト リ ”
bash$ cd /Program\ Files/Allaire/JRun のルート  ディ レク ト リ /samples/

sample2a

JRun を C: ド ライブ以外のド ライブ上にインス トールした場合、 bash シェルで作業し
ている と きに入力するコマンドは若干異なり ます。 たとえば、 D:\jrun にインス トー
ルした場合は、 コマンドは次のとおりです。

bash$ export JRUN_HOME=d:/jrun
bash$ cd //d/jrun/samples/sample2a
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